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　　　　　　　　　　　　　　　会　　　　　　　　　　　議 

午前10時０分開会 

 

○議長（中村　敦君）　おはようございます。 

　　出席議員が定足数に達しておりますので、会議は成立しました。 

　　直ちに本日の会議を開きます。 

　　ここで報告の件があります。 

　　本日の会議開催に当たり、説明員の土屋武久税務課長が欠席のため、土屋　剛税務課参事

兼滞納対策係長が、説明員の平井孝一建設課長が欠席のため、土橋一登建設課都市住宅係長

が、それぞれ代理出席する旨の届出がありましたので報告いたします。 

　　──────────────────────────────────────────────　　 

◎一般質問 

○議長（中村　敦君）　日程により、昨日に引き続き一般質問を行います。 

　　質問順位３番、一つ、児童・生徒の通学路安全確保について、二つ、伊豆中央道・修善寺

道路の無料化延期や静浦バイパスの有料化等、市民生活に影響のある道路行政への考え方に

ついて。 

　　以上２件について、13番　江田邦明君。 

〔13番　江田邦明君登壇〕 

○13番（江田邦明君）　13番、会派は市政会の江田邦明です。議長の通告に従い、趣旨質問を

行います。 

　　まず初めに、児童・生徒の通学路安全確保について 

　　令和３年の６月に千葉県八街市で下校中の小学生の列にトラックが衝突し、５人が死傷す

る交通事故が発生しました。下田市においても、小中学生が日常的に集団で移動する経路に

関し、関係者が連携して緊急合同点検を実施し、各主体が必要な対策を実施しているとお聞

きしております。通学路の安全対策を着実に推進するため、次の事項について質問いたしま

す。 

　　１、子供の移動経路安全推進会議及び子供の移動経路に関する交通安全プログラムについ

て。 

　　同推進会議及び同プログラムの概要についてお尋ねいたします。 

　　また、このことは、中学生や高校生の通学路も点検及び対象であるかについてお尋ねいた



－52－

します。 

　　令和３年度に実施した緊急合同点検の結果等の内容について、現在、市のホームページで

は公表されておりませんが、その理由と、今後、公表する予定があるかについてお尋ねいた

します。 

　　２、令和３年度に実施した緊急合同点検で抽出された危険箇所、静岡県全体では1,101か

所。そのうち、教育委員会・学校による対策とする603か所、道路管理者による対策とする

564か所、警察による対策とする257か所についてお尋ねいたします。 

　　下田市全体の危険箇所数、小中学校別危険箇所数は幾つあるか、お尋ねをいたします。 

　　対策済みの危険箇所数、対策中の危険箇所数、未対応の危険箇所数は幾つあるか、お尋ね

いたします。 

　　５年前、平成30年６月、大阪北部地震でブロック塀の倒壊による死亡事故が発生しました。

下田市内の学校施設や通学路でブロック塀等の安全対策が未実施の箇所は幾つあるか、お尋

ねいたします。 

　　国は、令和５年度末までに、危険箇所の対策を完了させるとしましたが、下田市内の危険

箇所の対策進捗状況についてお尋ねいたします。 

　　３、本郷交差点の整備方針とスケジュールについて、統合される下田中学校の開校までに、

道路拡幅工事等による安全対策を実施する前提で、カラー舗装化とラバーポール設置の暫定

的な安全対策を図ったと認識しております。 

　　現在、地権者との用地交渉の状況についてお尋ねいたします。 

　　今後の整備方針と整備内容について、また、今後の整備スケジュールについてお尋ねいた

します。 

　　本郷交差点から土浜高馬線の西本郷方面のカラー舗装化、ラバーポールの新設と改修を検

討しているかについてお尋ねいたします。 

　　４、自転車走行空間の整備としての矢羽根型路面標示について、静岡県は、自転車の走行

位置を示し、ドライバーへ自転車の走行を注意喚起する矢羽根型路面標示を伊豆半島周回・

伊豆半島横断・伊豆半島縦断の三つのルートで整備しております。下田市は、都市計画マス

タープランで、自転車空間の形成と自転車のネットワークについて大きく触れております。

また、地域公共交通計画でも、伊豆急下田駅を中心とする南北と東西への軸（逆Ｔ字）に整

備される既存交通として、自転車の活用について触れています。 

　　伊豆縦貫道河津下田道路の一部区間開通で自動車の流れが変わる中、安全で快適な自転車
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走行空間の整備等を目的とする自転車走行空間整備計画があるかについてお尋ねいたします。 

　　国道414号の中島橋交差点から箕作交差点、さらにその先の須原方面への矢羽根設置。 

　　県道15号線下田松崎線の箕作交差点から加増野方面への矢羽根設置。 

　　県道119号下田南伊豆線の弘洋園入口付近から大賀茂方面への矢羽根設置。 

　　市道敷根１号線の本郷西交差点から、弘洋園入口付近への矢羽根設置。 

　　国道136号の大賀茂方面入口から金山バス停付近への矢羽根設置について、考えをお尋ね

いたします。 

　　５、通学路対策以外での安全対策について、高校生の自転車通学許可には、自転車安全整

備士の点検・整備と自転車保険の加入を確認するＴＳマークが必要となっております。 

　　現在、中学校の自転車通学者におけるＴＳマークの加入状況についてお尋ねいたします。 

　　また、中学生の自転車通学者のヘルメット着用状況についてお尋ねいたします。 

　　６、特に交通量が多く安全対策を必要とする箇所等について。 

　　市道敷根１号の測線等の引き直しを検討しているかについてお尋ねいたします。 

　　国道136号下田メディカルセンター付近、ローソンの下田駅側のラバーポール設置、また、

空き地に設置されている単管柵とブロック塀の後退について要望しているかについてお尋ね

いたします。 

　　国道136号下田メディカルセンター付近自動車販売店の吉佐美側に、交通事故で破損し、

撤去されたガードパイプの復旧について、県等に要望しているか、お尋ねいたします。 

　　国県道、市道等の草刈り等が不十分にあるように見えますが、その課題と対策は何かお尋

ねいたします。 

　　次に、伊豆中央道・修善寺道路の無料化延期や、静浦バイパス有料化等、市民生活に影響

のある道路行政の考え方についてお尋ねいたします。 

　　なお、６月15日、通告書提出後、６月16日、静岡新聞では、料金徴収延長33年に短縮、６

月21、静岡新聞では、関係市町の見解等について報道されますが、６月15日時点の通告内容

で終始質問を行います。 

　　一般有料道路、伊豆中央道と修善寺道路は、沿線地域の交通課題を改善するため、国道

136号のバイパスとして、静岡県道路公社が建設した有料道路であり、伊豆中央道は昭和60

年、修善寺道路は平成10年に全線が開通しました。その後、平成23年に、外部有識者から成

る伊豆地域の道路整備のあり方検討会を立ち上げ、伊豆中央道と修善寺道路の経営を一体化

させて、平成30年代半ばまでに両道路を同時に無料化し、あわせて、無料化時に未償還額を
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残さない合併採算性の導入が、伊豆地域全体にとって望ましいと結論づけました。平成25年、

国土交通省より合併採算性を導入することが許可され、両道路は、令和５年10月２日を料金

徴収期限とし、周辺住民の多くは、その翌日から無料化となると認識しております。 

　　ところが、令和５年３月６日、伊豆半島道路ネットワーク会議において、料金徴収期限を

40年程度延長することを検討していることが報告されました。両道路は、当該地である伊豆

半島北部の住民にとっては生活道路であり、伊豆半島南部の住民にとっては命の道として位

置づけられております。伊豆の国市の順天堂大学静岡病院や長泉町の静岡がんセンターに通

院している者も少なくありません。住民のために建設したはずの道路が、住民の生活を圧迫

するという不合理な結果となっています。さらに、道路の無料化は、人の交流と物流の促進

に欠かせないもので、伊豆半島南部の観光地にとって、両道路の無料化延長は、人と物の流

れを阻害し、経済面でも大きなマイナス要因であります。現在、議会内会派の市政会では、

同内容の意見書を静岡県等に提出することを下田市議会に求めております。 

　　この件については、静岡県並びに静岡県道路公社の事業であり、事業そのものに対する質

問は、市議会での一般質問にふさわしくないことから、下田市として、県の道路行政に対す

る考え方や要望、今後の対応方針について質問します。 

　　１、令和５年３月定例会での私からの緊急質問の後、この件について、下田市はどのよう

な対応を取られたか、お尋ねします。 

　　２、一般有料道路の料金徴収期限延長について、通行料は基本的に受益者負担や、伊豆縦

貫道開通への道路財源確保を理由に無料化延長を容認される方もおりますが、道路法におけ

る道路無料公開の原則、道路整備特別措置法における一般有料道路の考え方について、お尋

ねをいたします。 

　　３、伊豆中央道・修善寺道路に限らず一般有料道路の料金徴収期限後の取扱いについて、

無料開放、維持管理有料道路、料金徴収期限延長、合併採算性による料金徴収期限延長、こ

の四つの考え方がございます。今回、伊豆中央道・修善寺道路の場合、この四つのうちどの

選択が適切であるか考えるか、お尋ねいたします。 

　　４、県の説明では、無料化した場合、交通量が２倍となり、さらに渋滞が悪化するため、

基幹道路として高速性・定時性を確保するため、料金徴収期間を延長するとしています。３

月定例会の私からの緊急質問に対し、市長は、住民との合意形成について、住民がそれなら

仕方ないと納得できる県の説明が必要だと答弁されております。 

　　５月30日に下田市で開催された説明会は、市長も出席されていると思いますが、この説明
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会では、住民との合意形成に資する内容であったかと考えるかについてお尋ねいたします。 

　　５、県は料金徴収期限を延長する説明の中で、道路整備の財源確保についても触れており

ます。平成26年の伊豆中央道と修善寺道路の合併採算性による料金徴収期限の延長では、一

般有料道路事業と一般道路事業を組み合わせる。合併施行方式を採用し、江間交差点の立体

交差化と、江間インターチェンジのフルインター化を進めることで、沿線住民の理解につな

がったと聞いております。 

　　下田市として、伊豆中央道・修善寺道路の料金徴収期間の延長に反対か賛成かの立場につ

いてお尋ねいたします。 

　　下田市及び賀茂地区のメリット、デメリットは何かについてお尋ねいたします。 

　　また、沿線市町である伊豆市、伊豆の国市、函南町のメリット、デメリットは何かについ

てお尋ねいたします。 

　　今回の料金徴収期間の延長は、伊豆縦貫道の整備促進や、下田市内にある国県道の整備促

進につながると考えるかについてお尋ねいたします。 

　　下田市は、伊豆中央道・修善寺道路の料金徴収期間を延長することが決まった際、伊豆中

央道・修善寺道路の拡幅や機能向上等について、県に何を要望していくかについてお尋ねい

たします。 

　　６、国道414号整備促進期成同盟会の構成市町である下田市として要望している静浦バイ

パスの早期全線開通、下田市、中島橋交差点付近の渋滞解消について。 

　　静浦バイパスは早期全線を開通させるため、未整備区間に有料道路事業を導入するとして

おります。国土交通大臣の許可を受けるためには、次の点について許可が必要となっており

ますが、この点について、県から説明を受けているか、お尋ねいたします。路線名及び工事

の区間、工事方法及び工事予算、工事の着手及び完成の予定年月日、収支予算の明細、料金、

料金の徴収期間。 

　　中島橋交差点付近の渋滞解消について、下田市は具体的にどのような整備を要望し、どの

ような回答を県より受けているかについてお尋ねいたします。 

　　以上、趣旨質問を終わります。 

○議長（中村　敦君）　当局の答弁を求めます。 

　　市長。 

○市長（松木正一郎君）　私からは、質問ナンバーの２、伊豆中央道・修善寺道路の無料化延

期等に関する御答弁を申し上げます。 
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　　まず一点目、緊急質問の後の対応でございます。 

　　賀茂地域内での説明会開催を県に打診し、これに応えた形で、５月30日に下田の市民文化

会館で開催されております。それは皆さん御承知のとおりだと思います。この説明会での

様々な議論を踏まえ、最終的な判断を、今６月県議会の定例会で議論され、議決、あるいは

否決かもしれませんが、そうしたふうに行われた後に方向性が定まるというふうに考えてお

ります。 

　　２点目、道路法、道路整備特別措置法等に関しての、ちょっと難しい御質問だと思います

けれども、概念についてという言葉がちょっと難しかろうと思いますので、ちょっと私なり

に読んだ内容でもってお答え申し上げます。 

　　御承知のように、日本が戦後の復興に当たって、まず最初に、道路をばりばり造ったわけ

でございます。それを後押ししたのが東京オリンピックでございまして、オリンピックまで

にみんなでしっかりした道路網をつくろうということで、日本中にかなりの道路が造られた。

特に都心部はそうだったと。こうしたときに、やはりその道路財源がなかなかなかったとい

うことで、当時の内閣のほうで、ガソリンをそういったところに、使う人のお金でもって道

路に充てようということで道路特定財源というのが生まれたわけでございます。道路はもち

ろん無料が原則というのもありますけれども、有料道路とか、有料道路法上の有料道路とか、

そういう制度における道路法上の有料もありますし、それから、道路運送法とか、そういっ

た様々な種類の道路があります。農道はまた別の道路、林道もまた別の道路になります。 

　　今、江田議員の御指摘は、どちらかというと、いわゆる一般の道路、道路法上の道路のこ

とをおっしゃってると思います。これに対して、例えば、有料道路というのは、今、優先順

位からするとそこそこなんだけれども、とても規模が大きい場合、それを市中から回収しよ

うということでやってるわけです。最初に銀行からお金を借りて、それでもって道路を整備

して、その後、その道路を足しげく使ってくれる人から、つまり受益者から頂こうというこ

とです。後年度に随分と長く行くというのは、いわゆる世代間の公平性を確保すると、こう

いうふうな面で有効であるというふうに言われております。これが２点目でございます。 

　　三つ目の徴収期限後の取扱いでございますけれども、今回は法改正がなされ、これで県が

判断するというふうに聞いておりますので、これについて、市としてコメントは差し控えさ

せていただきます。 

　　四つ目の５月30日に下田で開催された説明会、ここで議員は合意形成という言葉を使われ

ているんですが、私は恐らく合意形成という言葉は使ってないかと思います。理解をさせる
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という、理解を促進するという説明会をすべきであるというふうに多分言ってると思います。

合意形成についてはかなり難しい問題になるので、ここではあえて触れません。また別の機

会があったら申し上げます。下田市で開催された説明は、そういう意味では、合意形成を目

的とするものではなく、質問に答える形で、現在、県が有料道路をする合理性についてしっ

かりと説明するというふうに意図したものというふうに私は見ております。その結果につい

ては、ですから合意形成という話ではなくて、どのぐらい理解が進んだかということになろ

うかと思いますが、これは県が主催で、県がやってることですので、下田市としてコメント

することは差し控えたいと存じます。 

　　五つ目の伊豆中央道・修善寺道路の料金徴収の延期、期間の延長について、これについて

お答え申し上げます。 

　　道路の、かねてから私は道路の高速性や定時性確保という観点からも、こうした道路を階

層化するというんですけども、ややお金を払ってでも早く行きたい人、新幹線に乗りたい人

と、鈍行でもいい人の違いですけども、そういう人たちのスピードを確保するという意味で

は料金抵抗というのは必要な行為というふうに言われています。また、今回の措置によりま

して、つまり延長することによりまして、道路整備にかかる費用の財源を、全体として財源

が広がりますので、その広がった分で、伊豆半島の肋骨などの私たちの特に賀茂地域はネッ

トワークが脆弱でございますので、そうしたところにおける優先順位の高い道路整備の促進

をお願いし、県としてもそれを検討しているというふうに聞いているところでございます。 

　　６番目の国道414号の期成同盟会で、この静浦バイパスと中島橋交差点付近の渋滞解消

云々ということにつきましては、まず、静浦バイパスにつきましては、有料道路の詳細、詳

細については、私どもは一つ一つについて今整理をしてお答えしたほうがよろしかろうと思

いますので、後ほど担当のほうからお答え申し上げます。 

　　中島橋交差点のほうにつきましては、これもかねてより私どもは県のほうにお願いをして

おりまして、言ってみれば、国道135号、136号、414号の起点が全部あの辺に集中していま

す。道路法上は起点・終点というのは、実は下田側が起点なもんですから、よく国道135の

上りというと、135の上りというと東京へ行くほうに皆さん思ってしまいますけれども、実

は上り下りは本当は逆、正確に言うと。もっと言うと、136号線といいますが、あれは通称

で、136号が法的な正しい呼び名なんですけども、こうした国道の主要なものが全部あそこ

に集まっている。それでもって、すぐ手前に川が、稲生沢川の橋があり、その橋を通り抜け

るとすぐ横には山があって、万蔵山という、ある意味大きな交通上の支障がある、渡ったと
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ころも、今度は様々な山がありまして、今はトンネルが取りあえずあそこを貫いていますけ

れども、トンネルの手前にも下田富士があったり、非常に改善が難しいところになっていま

す。とはいいながら、あそこがこれからまだまだ長いこと渋滞が続くようでは困るというこ

とで、県のほうに申入れをしているところです。 

　　県としては、この渋滞解消について、ハードでやろうとするとどうしてもお金だとか時間

がかかってしまうので、取りあえずまずは、まちづくりと一体となったソフト的な対応をし

ようということでコミュニケーションを取っております。今はそういう段階でございます。 

　　私からは以上でございます。 

○議長（中村　敦君）　教育長。 

○教育長（山田貞己君）　私からは、児童・生徒の通学路安全確保ということについて、現状

を含めて少しお話をさせていただきたいと思います。 

　　子供の安全な通学のため、幾つか御指摘をいただいたところですが、江田議員がおっしゃ

ったように、移動経路安全推進会議が一昨年実施されたことで、学校から、あるいは地域の

ほうからの要望を、下田中学校開校に向けた数か所の対策ということで、こうしたことが確

かにございました。 

　　中学校前のカラー舗装、これにつきましては、認定こども園の前から中学校前の横断歩道

まで数十メートルありますが、自動車で３秒から５秒足らずで車下ってきます。そういった

現状から、速度の減速への効果が期待できて、減速してくださる実際に運転者が増加しまし

た。また、下田南伊豆線の側溝、その改良、これは自転車通学者の、特に雨天時のスリップ

の自損事故が多発したためにお願いしていたもので、この改修によって、関連した自損事故

は大幅に減少しています。本郷交差点のラバーポールの設置、カラー舗装等の対応も確かに

されております。本郷交差点においては、登校時間帯、大体７時から７時35分ぐらいにかけ

て、高校生、中学生の自転車通学者が交錯するという時間帯でして、かねてからいろいろな

ところから心配の声があったところでございました。７時15分ぐらいまではほとんど通行す

る児童生徒いないわけですが、多いのが７時25分から７時35分ほどの約10分から15分ぐらい

の時間帯です。私が実際に立って、曇り空だったものですから、児童生徒の数は少なかった

のかなと思いましたが、中学生は自転車で９人、徒歩はゼロ。稲取高生は徒歩３人、下田高

校生が自転車で１人。稲取高生が自転車で１人。その前は松崎高校の生徒もいたんですけれ

ども、今はゼロということで、中学生は、事前に何度も指導を重ねておりますので、横断歩

道の前で必ず自転車を降りて、カラー路側帯の通行を全員守っています。私が見た限りです
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けれども。高校生と中学生、小学生の路側帯での交錯というのが、通学時間のずれがありま

すので、ほとんどなかったかなというふうに見受けております。７時半を過ぎると交通量が

一段と増しまして、自動車の速度も若干上がっています。西本郷の交差点も含め、昨年度同

様、高校側とお互い指導を継続するということを続けていきたいと思います。稲取高校、松

崎高校、下田高校の実態も、なかなか高校の先生方は交差点まで足を運ぶことが難しいです

ので、下田高校近辺の蓮台寺周辺は多くの先生方が立ってくださって、非常に助かってるわ

けですが、そこのところはこちらから情報提供して、情報共有しているところでございます。

そういったところは継続します。 

　　幾つか御指摘いただいていることにつきましても、移動経路安全推進会議において、一昨

年、昨年度に引き続き現状を伝えて、強く整備の要望をしていくことを、こちらとしては考

えております。 

　　現状を少しお話し申し上げましたけれども、詳細につきましては担当課長から申し上げま

す。 

　　以上でございます。 

○議長（中村　敦君）　学校教育課長。 

　　先に市長。 

○市長（松木正一郎君）　すみません、答弁漏れがあったもんですから、付け加えさせていた

だきます。 

　　質問番号の５番の有料延長に関する様々な料金徴収の延長についての御質問の中で、私が、

静岡県からこういうようなことを聞いていると言ったとこまでだったんですが、その私たち

の検討、そして、要望していること、そして、県も検討してくれているこの伊豆半島の全体

でのネットワークの強化、これにつきまして、これまでも、そしてこれからも引き続き伊豆

半島の首長が一丸となって要望を行ってまいります。 

　　なお、伊豆中央道ですとか修善寺道路のほうも、機能の向上ですとか、あるいは賀茂地域

の人たちにとってメリットのある料金割引制等につきましても、併せて要望してまいります。 

　　以上でございます。失礼しました。 

○議長（中村　敦君）　学校教育課長。 

○学校教育課長（佐々木雅昭君）　それでは、私からは、児童生徒の通学路の安全確保につい

てのうち、まず、学校施設や通学路のブロック塀についてお答え申し上げます。 

　　ブロック塀対策につきましては、学校施設につきましては撤去が完了しております。その
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ほか児童生徒が通行すると思われます経路に存在するブロック塀につきましては、昨年度の

データによりますと９か所ほど残っておるというふうに確認しております。今後も関係者と

ともに状況把握、対策方法の検討を行ってまいりたいというふうに考えております。 

　　次に、中学校の自転車通学者におけるＴＳマークへの確認状況ということでございますけ

れども、下田中学校におきましては、ＴＳマークの有無の確認というものは個別には行って

おりませんけれども、保険の面におきましては、全ての自転車通学者に保護者が加入してお

ります保険名称を生徒から報告させるというようなことで、全ての生徒について保険への加

入につきましては確認を行っているというところでございます。 

　　次に、中学校の自転車通学者のヘルメット着用状況でございますが、ヘルメットの着用に

つきましては、中学校におけます通学者説明会におきまして、ヘルメットの着用を徹底する

ように指導しておるところでございまして、自転車通学の生徒につきましては、ヘルメット

の着用がなされていると認識をしておるところでございます。 

　　私からは以上でございます。 

○議長（中村　敦君）　建設課係長。 

○建設課係長（土橋一登君）　私のほうからは、子供の移動経路安全推進会議、子供の移動経

路に関する交通安全プログラムについて、同推進会議及び同プログラムの概要について、中

学校や高校生の通学路も点検及び対策の対象であるかについて、令和３年度に実施した緊急

合同点検の結果等の内容について公表されていないが、その理由と今後の公表する予定はあ

るかについて説明をさせていただきます。 

　　下田市子供の移動経路安全推進会議は、下田土木事務所、下田警察署、市内小中学校及び

下田市を構成員として、令和２年度に設置しました。下田市子供の移動経路に関する交通安

全プログラムは、着実かつ効果的に子供の移動経路の安全性対策を推進するため、定期的な

合同点検、対策計画の策定、安全対策の実施、対策の改善・充実、これらの取組をＰＤＣＡ

サイクルとして繰り返し実施し、子供の移動経路の安全性を図っていくものでございます。 

　　なお、これは高校生の移動経路を含んでいる場合もありますが、基本的に小中学校を対象

としたものです。 

　　令和３年度に実施した緊急合同点検の実施状況については、令和４年４月の広報しもだに

掲載しましたが、防犯上の問題など総合的な観点から公表しておりませんでした。公表の必

要性等について、今後、下田市子供の移動経路安全推進会議の中で検討していきます。 

　　次に、令和３年度に実施した緊急合同点検で抽出された下田市全体の危険箇所数、小中学
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校別危険箇所数について、対応済みの危険箇所数、対応中の危険箇所数、未対応の危険箇所

数について御説明します。 

　　下田市全体の危険箇所数は４か所。小中学校別危険箇所数については、稲梓、稲生沢、浜

崎及び下田小学校、それぞれ１か所で全て対応済みでございます。 

　　次に、本郷交差点の整備方針とスケジュールについて、地権者との用地交渉状況は、今後

の整備方針と整備内容は、今後の整備スケジュールは、本郷交差点から西本郷方面へのカラ

ー舗装化、ラバーポールの設置と改修は検討しているかについて説明をします。 

　　本郷交差点整備に向けた境界確認に時間を要しましたが、地籍調査について、令和５年６

月１日付で、静岡県知事から国土調査の成果として認証を受け、同日、静岡地方法務局下田

支局長へ申請、地籍調査完了には一、二か月かかると聞いております。 

　　今後、整備方針等について、下田土木事務所では、本年度事業化を見込み、予算措置もさ

れ、地籍調査完了後、整備内容等を検討した上で、用地交渉、買収を実施し、その後、道路

整備工事に着手すると伺っております。 

　　本郷交差点の西本郷方面へのカラー舗装及びラバーポール設置については、県が実施する

道路整備計画を見据えながら、関係機関と協議し、検討してまいります。 

　　次に、自転車空間整備としての矢羽根型路面標示について、伊豆縦貫道河津下田道路の一

部区間開通で自動車の流れが変わる中、安全で快適な自転車走行空間の整備を図ることを目

的とした自転車走行空間整備計画はあるか、国道414号、県道15号下田松崎線、県道119号下

田南伊豆線、市道敷根１号線、国道136号への矢羽根設置の考えについて説明をさせていた

だきます。 

　　下田市としましては、自転車空間整備計画は策定しておりませんが、自転車活用推進法に

基づき、都道府県及び市町村は国の推進計画を勘案し、地域の実情に応じた自転車の活用推

進に関する施策として、地方版自転車推進活用計画を定めるよう努めるとしております。県

の自転車活用推進計画第２次を、期間、2022年度から2026年度までとして定められておりま

す。下田市におきましては、県計画の次期見直しと合わせ、2026年度以降、計画策定を予定

しているところでございます。 

　　また、矢羽根については、本県のサイクルスポーツの推進の一環として、自転車走行指導

帯として市内国県道にも整備されています。これは、自転車専用空間ではなく、自動車やバ

イクなどと同じ車道の中にあるため、課題があると考えております。また、下田市として、

市道敷根１号線への矢羽根設置については、必要に応じて子供の移動経路安全推進会議の中
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で検討してまいります。 

　　また、国県道の矢羽根型表示については、オリンピック関連で３ルートを実施したところ

であり、そのほかへの設置予定はないと伺っております。 

　　次に、国道414号期成同盟会の構成市町として静浦バイパスについて、県から説明を受け

ているかということについて御説明します。 

　　質問事項の１番、路線名及び工事区間については、一般国道414号伊豆の国市江間から沼

津市大平までの4.4キロの区間であると聞いております。２番の工事方法及び工事予算につ

いては、計画区域内においてトンネルや橋梁による工事を実施し、優先整備区間、実績から

算定すると、300億円余りと聞いております。３番の工事着手及び完成予定年月日、４、収

支予算の明細、５、料金については、具体的なものは聞いておりません。６の料金徴収期間

については、40年程度というふうに伺っております。 

　　以上です。 

○議長（中村　敦君）　13番　江田邦明君。 

○13番（江田邦明君）　質問数も多かったので、幾つか答弁いただいてないところもございま

すが、この後、一問一答という形で、再質問の中で再度確認をさせていただきたいと思いま

す。 

　　まず、通学路の安全確保についてでございます。 

　　現在、安全推進会議や交通安全プログラムについては、下田市内の小中学校を対象という

ことで、高等学校は含まれてないという御答弁でございましたが、教育委員会であったり学

校の設置ということでは、県、下田市ということで異なりますが、同じ市内在住の生徒さん

であったり、市内を生徒さんが通われるという意味では、そこを含めて検討していったり、

点検をしていく必要があるかと思いますが、現在、高等学校の通学については、どの機関が

このような推進会議であったり移動経路の点検をされているかについてお尋ねをさせていた

だきます。 

○議長（中村　敦君）　市長。 

○市長（松木正一郎君）　私、元県の職員でしたし、それから、道路管理者でもあったので、

私が知ってる範囲でお答えします。というのは、市ではないというのがまず、それから、県

なので、県教委から道路管理者のほうに、高校の通学路について改善を求めると、そういう

ことがございました。しかしながら、基本的には、高校生はもうかなり自立的に安全を確保

するという、そういうふうな年齢ですので、恐らくそういったものが、私の聞いてる範囲で
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は知りません。それから、我々がやっている通学路の問題、それにはたしか高校も入ってく

ると思います。ですから、私たちは通学路の安全性といったときに、高校生を無視している

わけではなくて、高校生もここをこうやって使うというふうに考えています。 

　　以上でございます。 

○議長（中村　敦君）　教育長。 

○教育長（山田貞己君）　すみません、先ほどちょっと聞き取りにくかったもんですから、ど

の機関がという、先ほど市長申し上げたとおり、県の教育委員会のほうで、当然、高校生の

交通安全については指導、関わりがあると思いますが、先ほど私のほうから申し上げたとお

り、この安全経路については、小中学生も高校生も同じです。やはり人の命を預かるところ

ですので、当然その件については高校と連携を取って、小中学生、高校生、当然先ほど申し

上げました交差するところもありますので、そういうところも、こちらも観察しながら、高

校に伝えているところですので、考え方は子供のためにということでよろしいかと思います。

ただ、関わるところは市教委と県教委ということで、それぞれあることであると思います。 

　　以上でございます。 

○議長（中村　敦君）　13番　江田邦明君。 

○13番（江田邦明君）　１の質問の中の緊急合同点検の結果の内容ということで、防犯上問題

があるということで掲載されてないということでございますが、一方で、平成26年の点検結

果についてはホームページで掲載がされております。ぜひともホームページで掲載すること

で市民の方がどこに危険があって、そこを通るときは少し気をつけようとか、車を使う方が、

そういった啓発も含めて、私は必要な箇所、危険箇所というのは公表すべきだと思います。

そちらについて、平成26年の経路を取り下げるのか、令和３年の点検結果を載せていくのか。

再度お尋ねしたいと思います。 

　　もう一点目が、ブロック塀の対策で、学校施設については全て完了してるということで、

残り９か所が通学路で残っているという御答弁をいただきました。大阪府のほうがちょうど

この事故から５年経過をしまして、新聞社のほうで調査をしたところ、通学路の場合、１割

が撤去対応済み、8,800か所大阪府内でございまして、残りの2,200か所が未対応。そして、

5,500か所が自治体で把握せず不明という回答結果でございました。そこの少し心配がござ

いましたので、この９か所というものは、何々小学校の通学路内ということで、分かれば御

回答をいただきたいと思います。 

○議長（中村　敦君）　建設課係長。 
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○建設課係長（土橋一登君）　緊急合同点検の結果について、26年度のものはホームページで

公表されているということで、令和３年に実施した結果について公表されるかどうかという

ことについてですが、すみません、今後、下田市子供の移動経路安全推進会議の中で検討し、

26年のものを取り下げたほうがいいのか、新たなものを足したほうがいいのかというのは、

そちらの中で検討していきたいと思っています。 

　　あと、すみません、先ほど答弁漏れのほうがありましたので、追加で話をさせていただき

ます。 

　　安全対策を必要とする箇所について、市道敷根１号線の測線の引き直しは検討しているか、

国道136号下田メディカルセンター付近ローソンの下田駅側にラバーポールの設置、空き地

に設置されている単管柵とブロック塀の後退について要望しているか、国道136号下田メデ

ィカルセンター付近自動車販売店の吉佐美側に、交通事故で破損し、撤去されたガードパイ

プの復旧について要望しているか、国県道、市道等の草刈り等が不十分であるが、その課題

と対策は何かについて、すみません、追加で説明させていただきます。 

　　市道敷根１号線の外側線につきましては、現地調査を実施の上、９月補正での対応を考え

ております。 

　　国道136号線下田メディカルセンター付近のラバーポール設置、ガードパイプ復旧及び空

き地の単管柵等の県管理の案件につきましては、推進会議の中で共有しており、引き続き、

下田土木事務所へ対応を要望してまいります。 

　　市道等下田市の管理する道路の草刈り等につきましては、主に会計年度任用職員２名で対

応しておりますが、その規模や内容等に応じ工事等を発注し、対応しております。国県道に

ついては、財源確保の課題があるというふうに聞いております。 

　　以上です。 

○議長（中村　敦君）　学校教育課長。 

○学校教育課長（佐々木雅昭君）　ブロック塀の危険箇所として把握しております９か所の学

区別ということなんですけれども、現在、私どものほうで把握をしている中では、下田小学

校区、朝日小学校区がそれぞれ１か所、残る７か所については、全て白浜小学校区というこ

とになりますが、全て大体やはり民有地内のものになっているというふうに理解をしており

ますので、やはりこれからの対策につきましては、関係者とともに対策方法の検討を行って

まいりたいというふうに考えておるところでございます。 

　　以上でございます。 
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○議長（中村　敦君）　13番　江田邦明君。 

○13番（江田邦明君）　ありがとうございます。ブロック塀の対策については、やはり自治体

によって、１軒１軒お願いであったり、この趣旨を説明されるということで取り組んでいる

自治体もございます。下田市内のブロック塀等耐震改修促進事業費補助金制度を有効に活用

し、残りの９か所のブロック塀、大きな地震がいつ起こるか分からないと言われている静岡

県内において、やはり下田市内でそういった痛ましい事故が起きないように、引き続きの取

組を要望させていただきたいと思います。 

　　あわせまして、令和３年度の緊急合同点検の対策が必要な箇所については、国としては、

令和５年度末までに対策を完了させると、当時、岸田首相が発言されております。私も会派

の当初予算、令和５年度当初予算の中で、通学路及び生活道路の安全確保について継続の予

算要望させていただきましたが、現在この中で、令和３年度対象箇所のうち４か所危険箇所

があるという御答弁をいただきました。この４か所については、今後、補正等で対応できる

箇所なのか。一方、道路拡幅等、下田市だけでは対応できなく、今後、引き続き対応に年度

がかかる箇所なのかについてお尋ねをさせていただきます。 

○議長（中村　敦君）　建設課係長。 

○建設課係長（土橋一登君）　すみません、令和３年度に実施した緊急合同点検で抽出された

危険箇所４か所については、対応済みということでなっております。 

　　以上です。 

○議長（中村　敦君）　13番　江田邦明君。 

○13番（江田邦明君）　すみません、私の聞き違いで。といいますと、令和３年度緊急合同点

検で実施され、危険箇所と認知されたうち未対応の箇所、対策中の危険箇所はないというこ

とでよろしいか、確認をさせてください。 

○議長（中村　敦君）　建設課係長。 

○建設課係長（土橋一登君）　令和３年度に実施した緊急合同点検で抽出された４か所につい

ては全て対応済みでございます。 

　　以上です。 

○議長（中村　敦君）　学校教育課長。 

○学校教育課長（佐々木雅昭君）　ちょっと補足をさせていただきたいと思うんですけれども、

通学路の安全点検というのは、令和３年に限ったものではなくて、過去から、従前から行わ

れているものでございます。令和３年度に子供の移動経路安全推進会議で合同点検を行った
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わけですけれども、そのときに実際にその時点で把握されていた危険箇所は36か所程度あっ

たかというふうに認識をしております。その中には、その当時も既に改善の予定があった箇

所も含んで36か所程度あったというようなことで、国のほうで取りまとめております、県全

体で1,100か所、この箇所の中に含まれる下田市として報告した数が４か所あったというよ

うなことで、それ以外の部分につきましては、三十何か所程度の危険箇所の点検を行ったわ

けですけれども、これらを確認した上で何らかの対策を講じることを予定をしたというよう

なことで、それでもなお効果的な代替措置が取れない、困難だというふうに思われた箇所が

４か所あったというようなことで、それを報告、県のほうに上げているといったことで、そ

の４か所につきましては、令和３年度中に３か所、令和４年度に１か所、対策が済んでいる

といったような状態でございます。 

　　以上でございます。 

○議長（中村　敦君）　13番　江田邦明君。 

○13番（江田邦明君）　ありがとうございます。 

　　それでは、引き続き４番、矢羽根型路面標示の関係について質問させていただきます。 

　　質問項目として、各箇所を矢羽根型路面標示の設置を提言させていただきました。県は

414号線、135号、136号ということで、あと伊豆半島北部の熱函道路の部分が県の整備とい

うことで、それ以外、県で整備する予定はないという御答弁をいただきました。 

　　一方、伊豆縦貫道の一部供用開始ということで、須原から中島橋交差点に向けての交通量

が非常に多く増えております。私も自転車であったり原動付自転車等走ったときに、やはり

矢羽根の表示があると何か安心して走れるというような気持ちになります。また、車を運転

していても、この表示がある、表示を見ますと、自転車と共用してこの場所を走行している

という意識にもかられます。今後、交通量が増えていく中、ぜひとも下田市として、県が整

備しないのであれば、下田市として独自に整備を進めていただきたいと考えます。平成26年、

県の活用促進計画の切り替わりのタイミングで下田市でも検討というようなお話をされまし

たが、県政の主要事業ということで、令和５年度から令和６年度にかけて、静岡県は、毎年

10億、合計２年間で20億かけて、安全な移動空間の創出ということで、自転車通行空間の確

保をその内容としてうたっております。ぜひとも国県道については、県の事業としてこの新

たな追加の矢羽根の設置を要望していただき、また、市道敷根１号線等については、下田市

が独自に中学生の自転車通学等の観点からも整備を促進していただきたいと思いますが、改

めて考え方についてお尋ねをさせていただきます。 
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○議長（中村　敦君）　質問者にお尋ねいたします。 

　　ここで休憩したいと思いますが、よろしいでしょうか。 

○13番（江田邦明君）　はい。 

○議長（中村　敦君）　それでは、11時10分まで休憩します。 

午前10時56分休憩 

────────── 

午前11時10分再開 

○議長（中村　敦君）　休憩を閉じ会議を再開いたします。 

　　休憩前に引き続き一般質問を続けます。 

　　当局の答弁をお願いします。 

　　市長。 

○市長（松木正一郎君）　議員の今の御質問は、矢羽根を、一定の効果があるんだから、せっ

かくだからもうちょっと広げていったらどうかと、こういうことでよろしいでしょうか。ち

ょっと前提条件として申し上げますと、矢羽根のあるなしにかかわらず車道というところは、

軽車両である自転車の走行空間というふうに定められています。ところによって自転車歩行

者道というこういう名前がついて、一般的には2.5メートル以上、警察の特例として、1.5メ

ートルだか２メートルか忘れたんですが、若干狭くても可能なんですが、そういうふうにマ

ークで歩道のところに自転車と歩行者が両方歩いてる、入っているような絵がついていると

ころがたまにあります。そういうところは自転車も走っていいよと言ってるんですが、基本

的には、当然のことながら歩行者が優先ですので、自転車は弱者である歩行者にちゃんと配

慮しましょうねと、こういうふうになっています。つまり、道路空間というのは、多様な利

用者が共有する空間ですので、共生というでしょうか、みんなで仲よくしていこうというふ

うなことが求められる。昨日、長友議員から共生力が大事だとおっしゃった、そういうこと

に通じると思います。 

　　この矢羽根を東京オリンピックの静岡県開催に合わせて、自転車競技の静岡県開催に合わ

せて、レガシーとして県内でサイクリングの振興をして、そのサイクリングによって、例え

ば、観光も振興するし、場合によっては経済も活性化するだろうと、こういうふうなことを

目指して、私の記憶では、2017年から2019年ぐらいの３か年ぐらいで県内にどんどん引いて

いった。私は当時、土木事務所長をやってましたし、それから、危機管理、そういうところ

もやってましたので、この言ってみればややちょっと勇み足的な、青い矢羽根の展開に対し
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て、若干のリスクを感じながら、そのリスクについて指示しておりました。それは何かとい

いますと、下田土木事務所というその道路管理者の所長としていたときに、三つの点です、

指示したのは。一つ目が安全性の確保。二つ目が道路空間の拡大ですね、空間の拡大という

ハード。三つ目が、ドライバーや自転車の人たちの意識啓発です。 

　　まず、一つ目の安全性の確保というのは、例えば、路肩をきれいにすることが必要であろ

うと。やっぱりその矢羽根は車道の中にありますので、後ろから車が来て抜かしたいときに

自転車は邪魔になるんですね。はみ出し追越し禁止の黄色いのが多いもんですから、この地

域は。そうなりますと、車は、特に上り坂ではスピードが出ないサイクリストが前にいます

と数珠つなぎになってしまう。これを道路管理者としてよしとするんだなというふうに、ち

ょっときつく私は申し上げまして、そういうふうなことはやっぱりちょっと現実的ではない

ので、いざというときに路肩にちゃんと逃げれる、あるいは路肩じゃなくても登坂車線みた

いな感じでちょっと何らかの空間をつくるということは重要だろうと、そんなことを申し上

げておりました。 

　　路肩をしっかりやるということは、雑草をちゃんと手入れをするとか、土砂を取るとかと、

結構これ大変なんですが、これをしっかりやらなきゃいけないだろうというふうに言ってお

りました。すみません、安全性と、それから道路空間を広げると、両方ともセットなんです

けども、そういうふうにハード的な対応を必要とするだろうというふうに思ったということ

です。路肩の側溝に穴だらけで、あるいはその側溝の蓋が割れてたりなんかすると、自転車

は、特に競技用のサイクリストなんかが乗る自転車は、簡単にアルミホイルがへしゃげるそ

うです。こういったことを防ごうじゃないかと言いました。 

　　３点目が意識啓発と申し上げましたけども、結局、先ほどの共生力でありませんけど、み

んながその道路という空間の、何ていうか、一緒にそこを使う仲間だというふうな意識を持

って、ドライバーは弱い自転車にもちゃんと思いやりを持って、少しぐらいだったら我慢し

て走るということが必要でしょう。あるいは、自転車も、実は歩道空間をもし共用する場合

は、前の歩行者にちゃんと配慮して走行するべきなんです。これが時々、小学生たちが歩い

てると後ろからちゃりんちゃりんとママチャリで音を鳴らして、どけというそういうメッセ

ージを送ってる人いますけども、こうした風景というのは望ましくないというふうに思って

います。ですから、私たちはいろんな立場でものを見て、そして、私たちの暮らしというか、

そこの使い方に気を使うべきであろうというふうに考えています。こうした様々なことをは

らんでいるのが、この矢羽根ということになります。 
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　　今後、伊豆縦貫のような自動車専用道路が出来上がってきて、道路のヒエラルキーがもっ

と明確になってきますと、より自転車は走りやすくなってくるだろうというふうに思ってい

ます。そういう意味では、縦貫道は交通安全、あるいはそのサイクリスト等に間接的ながら

寄与するというふうに言っていいと思っております。 

　　以上、行政としては、やはり総合的に、あるいは幅広に対応することが必要で、県にどん

どん広げてくださいというふうな形で要望するのではなく、必要性の高いところ、あるいは

そこにつくることに、まちづくり的な意味があるところ、そういったところをしっかりと検

討しながら、共に進めていくということが求められると思います。 

　　以上でございます。 

○議長（中村　敦君）　建設課係長。 

○建設課係長（土橋一登君）　すみません、議員のほうから、市として独自に国県道への矢羽

根の設置を行ってはどうかというお話でしたが、道路管理者が異なりますので、市として、

国県道への矢羽根の設置というのは難しいというふうに考えておりますので、関係機関と協

議しながら進めていきたいと思います。また、敷根１号線への矢羽根の設置については、推

進協議会の中で検討し、必要に応じて対応していきたいと思っています。 

　　以上です。 

○議長（中村　敦君）　13番　江田邦明君。 

○13番（江田邦明君）　矢羽根の設置に関してでございます。まちづくりを含めて総合的な観

点で、今後、推進するか、とどまるか判断したいということでございましたが、私が議員に

なる前につくられた都市計画マスタープランの中では、乗って歩いて周遊できるネットワー

クということで、既にマスタープランでもこういった施策が掲げられております。その中に、

私が提案させていただいた下田南伊豆線、県道119号、また、414号、箕作から県道15号もそ

のネットワークに含まれております。令和５年、令和６年、県の予算でこの自転車空間整備、

矢羽根の表示は空間ではない、混在という形の空間ではございますが、県の予算を掲げてお

る中で、やはり下田市は、観光としての自転車利用、また、生活、通学としての自転車利用

が中学校統合等により増えておりますので、ぜひともこの施策は、令和26年の計画整備を待

つのではなく、すぐにでも庁内で協議をいただきたいと思います。この点については答弁は

不要でございます。 

　　最後、大きく一つ目の質問の最後になります。 

　　自転車の自賠責保険のほうは全て加入を確認してから自転車通学許可ということで御答弁
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いただきました。整備の点については、現状どのような確認をされているのかお尋ねしたい

と思います。 

　　もう一点、下田５丁目ローソン付近の通学安全対策ということで、昨今、カラー舗装化が

されました。あわせて、私のほうで頂いた資料ですと、折戸方面への迂回というものも検討

の一つとしてあるようでございますが、なかなか地権者のセットバックというか、単管ブロ

ックの撤去であったり、拡幅が進まない中、あそこの料理屋さんから上に少し30メートルほ

ど上りまして、さらに左折していきますと、ちょうど下田小学校の正門といいますか、そち

らに出るような通学路がございます。以前は避難路として使ってたようですが、そういった

迂回の方向性について御検討はされているか、確認をさせていただきたいと思います。 

　　もう一点、そのローソンより下田側のガードパイプの復旧についての要望をされているか

どうかという御答弁がございませんでしたので、この３点について質問をさせていただきま

す。 

○議長（中村　敦君）　学校教育課長。 

○学校教育課長（佐々木雅昭君）　私のほうからは、自転車の整備の関係で、ＴＳマークの確

認は個別には行っていないという御答弁は先ほど申し上げたんですけれども、こちら、ＴＳ

マークにつきましては、中学生皆さん、中学生入学と同時に全て自転車を買い換えるという

ようなこともございませんので、使い慣れた自転車を使い続けて中学校へ入学する生徒もい

らっしゃるというようなことで、そういった意味でＴＳマークが全てについているわけでは

ないというような御答弁を申し上げたんですが、この整備の安全性に関しての確認に関して

ですが、これに関しては、年２回、教職員が全ての自転車を点検して安全を確認しておると

いう形で安全性のほうの確認を取っているということでございます。 

　　以上でございます。 

○議長（中村　敦君）　教育長。 

○教育長（山田貞己君）　基本的には、今、課長が申し上げたとおりですけれども、先ほど私

の話の中で、統合前は自転車の自損事故が多数あったけれども、いろいろ整備された中で激

減したという話を申し上げました。昨年、統合前は、１学期だけで自転車の自損事故が７件

から８件。ところが、統合後は４件。７件から８件というのは１学期だけでです。昨年は年

間で４件ということで、自転車の事故は激減しています。事故があるたびに、学校のほうで

指導をしています。今、徒歩通学者、それから、自転車通学者、路線バス、スクールバスと

いうことで多岐にわたるわけですが、その生徒を全てここに集めて、事故があるたびに、あ
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るいは、例えば、スクールバスでの乗車内でのマナーですとか、そういうことがあれば、そ

のたびに指導して、自転車通学者については、スピード超過のこともありますし、今の整備、

点検のことも、当然、指導されてるはずですので、年間を通じてもうかなりの回数で指導し

ているというところでございます。今、課長申し上げた、定期的に２回は職員がその整備、

点検に当たるということでございます。 

　　以上でございます。 

○議長（中村　敦君）　学校教育課長。 

○学校教育課長（佐々木雅昭君）　すみません、折戸への迂回の関係とローソン付近のガード

パイプの件なんですけれども、確かに安全推進会議のほうでも、折戸への迂回に関しまして

は検討しておりますけれども、現状では、見守りの対応というようなことで迂回はしていな

いというようなことになっていようかと思います。現状、私も何回かあそこに立っておりま

すけれども、迂回しているといった状況は確認できておりません。 

　　それと、ガードパイプの関係でございますが、こちらのほうも現状では要望のほうはして

はいませんけれども、やはり安全推進会議のほうで把握をしている箇所でございますので、

今後、またこの対応についても検討していくということになろうかと考えております。 

　　以上でございます。 

○議長（中村　敦君）　13番　江田邦明君。 

○13番（江田邦明君）　通学安全対策に対する質問に対しての御答弁ありがとうございます。 

　　続きまして、２点目の質問に対する再質問を行わさせていただきます。 

　　まず、この再質問については、首長である松木市長や議会議員である私は、やはり市民の

代表たちとして、常に市民代表の利益を守ることを念頭に行動し、そして市民に分かりやす

く説明する。そのためには、自身が理解し、納得し、市民に説明できる状況になるまで協議

をする必要があるという観点から、２点目の伊豆中央道・修善寺道路の有料化延期等に対す

る再質問をさせていただきます。 

　　まず、緊急質問後の市長の対応ということで、地域向けの説明会の開催を要望していただ

いたということで、実際、５月30日に開催され、私も参加をさせていただきました。議会と

しても、河津町議会開催の常任委員会の説明会、勉強会のほうにも参加させていただきまし

た。私はその中で、回数券の、この賀茂南部での販売についてと、前回、合併採算性による

徴収期限延長の際は、回数券を高割引き化することで住民の理解が得られたということで、

さらなる延長ということで、さらなる割引制度、また、住民への補助制度等の要望をさせて
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いただきました。市長はそういった観点で、下田市民への利益を守るため、何か行動された

かどうかお尋ねしたいと思います。 

　　もう一点、６月21日の静岡新聞のほうで、各関係市町の首長の考えというものの掲載がご

ざいました。こちらのコメントは、何か公の場で下田市である首長として松木市長が発言さ

れた内容かについてお尋ねをさせていただきます。 

○議長（中村　敦君）　市長。 

○市長（松木正一郎君）　まず、地域住民の、もっと言ってしまえば下田市民の生活利便性が

向上するようにという意味では、回数券の販売を市役所でもできるようにしようということ

で今動いておりまして、やり方はいろんなやり方あるんですけど、また、やり方に伴う課題

とかいろいろある。そうした中で、５割引き、最も割引率の高い５割引の回数券、今皆さん

お使いな方もいると思うんですけども、この回数券を市役所で販売する方向で今動いている

ところです。まだ確定してないもんですから、いつからとかはちょっと申し上げられません

が、そうしています。 

　　それから、先ほど答弁でも申し上げましたけれども、やはり伊豆半島の地域住民のもうち

ょっと優遇制度みたいなものがないだろうかということについて、私たち首長がみんなで話

し合ったり、お願いしたりしているところでございます。 

　　それから、新聞の記事につきましては、恐らく私のところに記者の方がやってこられて、

ちょっと教えてくださいと言って、それで幾つかの質問を受けて回答した、そのことだと私

としては考えています。何となく首長一斉アンケートとか、そういったものが来たのではな

かったような、私はうろ覚えですけれども、思います。 

　　それから、最後に１点申し上げますとね、市民の利益を守るというのは、市長としてはす

ごく大切なところだと思います。例えば、下田市は得をするけど、松崎が損するとか、南伊

豆が得をするけど、下田が損するとか、そういうふうなミーイズムというんでしょうか、自

分のところを一番大事にするという、ミーファーストということについては、私は若干疑念

を持ってまして、伊豆は一つということで美しい伊豆創造センターができました。こういう

ふうに一つになろうといったときは、場合によっては、自分が今回は負けても、全体がよけ

ればいいという、そういう全体最適という意識が私は大切ではないかというふうに思ってい

ます。個別最適を求めないということではありません。けれども、全体最適をやっぱりまず

は優先すべきであろうというふうに考えます。 

　　以上でございます。 
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○議長（中村　敦君）　13番　江田邦明君。 

○13番（江田邦明君）　ありがとうございます 

　　次に、質問の２になります。道路法における道路であったり、一般有料道路の概念という

ことで質問させていただきました。これはちょっと私も専門的でなく、松木市長は専門分野

と思われますが、基本的に道路というものは公共財産ということで、無料公開が原則である。

しかしながら、道路の建設を促進されるため、道路整備特別措置法による一般有料道路制度

を使って道路整備をするという中で、基本的には、償還後または料金徴収期限後は無料化と

いうものが原則と思われます。その点について、そういう考えで、共通認識でよろしいかお

尋ねしたいと思います。 

　　質問の３に関連しまして、一般有料道路の徴収期限が延長した後、どういう取扱いかとい

うことで、この点についてはコメントをいただけませんでしたが、やはり専門家として、こ

れは何が一番最適かというコメントをいただきたいと思います。私は、無料化、無料開放す

ることがベストと考えますが、現状、県の説明ですと、渋滞を理由に料金徴収期間を延長と

するような答弁をいただいております。料金徴収期間を延長ということは、通行料を下げず

に新たに何かを整備したり、バイパスの距離を長くしたり、構造的な補強をしたりというこ

とが必要かと思います。私のほうで少し試算をさせていただきました。現状、伊豆中央道路

と修善寺道路の年間の通行台数を1,000万台としたとき、そして、通行料金を割引制度がな

く200円。そして、40年間徴収し、償還、人件費等の経費率を半分とした場合、約40年間で

400億円の収入というか余剰財源ができます。この400億円で、現状の伊豆中央道と修善寺道

路の改修、延長、何に使うかというのが県から全く説明がございません。生活道路への流入

防止、そして、ＥＴＣ化というだけで、建設当時約185億であった両道路に対し、400億円を

かけて何を整備していくかというところが疑問でございます。そういったことがあっても松

木市長はコメントいただけませんでしたが、今回の伊豆中央道路・修善寺道路の場合、料金

徴収期限の延長の取扱いとして、料金徴収期間の延長が最適と考えるか、お尋ねしたいと思

います。 

○議長（中村　敦君）　市長。 

○市長（松木正一郎君）　今二つ、多分おっしゃったんですよね。最初が、有料道路というも

のそのものに対するどう考えるかという話。もう一つが、有料化で延長した結果の、その浮

いたお金で何をするかといったこと。この２点でよろしいでしょうか。 

○議長（中村　敦君）　13番　江田邦明君。 
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○13番（江田邦明君）　その２点と、延長する場合、どの取扱いが最適か、無料化であるのか、

県の方針としては、３番目であります料金徴収期間の延長というようなお話でございました

が、他の有料道路の場合ですと、無料化、これは真鶴道路の旧道が無料化されております。

もう一方は、道路整備特措法の15条を適用した維持管理有料道路として再度料金を徴収する。

これが真鶴道路の新道でございます。最後、四つ目が、合併採算性による料金徴収期間延長

制度。これは平成25年、26年にかけての伊豆中央道と修善寺道路の取扱いとなっております。

そういった中で、どの方法が最適か、県の方針ではなく、市長として専門家の立場でどれが

最適かと考えるか、お尋ねしたい。 

　　以上の３点についての質問になります。 

○議長（中村　敦君）　市長。 

○市長（松木正一郎君）　３点目分かりました。ありがとうございます 

　　まず、忘れないうちに３点目という。合併したり、あるいは無料化したり、その辺のスケ

ジュール感というんでしょうか、それがどうだということでよろしいでしょうか。それを前

提にして話をしますね。やっぱりそれは最後に言っとくかな。 

　　建設促進のために有料道路というのが生まれたというふうにおっしゃった。そのとおりで

すよね。現在、こういう私たちのような地方部を除いて、実は全国的には道路は相当レベル

まで仕上がってるわけですね。ですから、その道路特定財源云々というそういう見直しの議

論があって、それで、人口が多いところほど、もういいんじゃないのと。あんな人が住んで

ないところに道路なんか、我々のお金で造らなくていいんじゃないのと、こういうふうな議

論があったわけですよね。ですが、私たちは、この下田は、下田の市民のためにももちろん

ありますし、それから、こういったところに来るお客様にとっても快適に来ていただいたほ

うがいい。それから、今の市民ではないかもしれないけど、未来の子供たちのためにも、イ

ンフラというのはしっかり造るべきであろうと、こういうふうな考え方で今、私たちは賀茂

地域として、あるいは伊豆半島として、道路整備を訴え続けているという今状況の中におり

ます。 

　　無料開放すると混雑すると、ちょっとロジックとしてあまりにもちょっと単純化して、多

分分かりやすさを追求して、リンゴが木から落ちたから引力分かったという、そんなはずは

ないわけですけど、分かりやすさを狙ってそういう言い方をしてるのかなと思いますが、道

路は、ちょっと専門的になりますけど、ワードロップの第２原理とかなんとかというので、

無料にしちゃうと両方が同じ混雑度になるまで、道路が、選択が行くと、そうですよね、あ
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っちのほうが早い、こっちのほうが早い、どっちなんだといって、私たちは、例えば、自動

車のナビゲーションに、どこに行きたい、最適ルートとやるとぱっと出るわけです。彼らは、

その最も効率的なところをコンピューターが選んで教えると。有料でもいいよと言うと、有

料だったらこっちですと、ここに出るわけですね。ですから、無料にしてしまうと全部一律

なるので、渋滞が発生するというのは、そういう意味からも納得ができることです。その結

果、そのために、それでは有料をずっと続けると、このぐらいお金が得られるよねというの

が、先ほどの、大ざっぱですけど、江田さんの仮想的な、仮説を立てたということで、そう

いった考え方、やり方ってとても大切なところで私もよくやります。 

　　伊豆半島というのは、非常に道路網が脆弱ですね。この前、伊豆縦貫自動車道のシンポジ

ウムで私は申し上げましたけれども、この脆弱さはどこに起因するかというと、まず一つは

地形ですね。この伊豆半島のほとんどが山になっていて、しかも、溶岩とかでつくられてる

山なもんですから、形がなかなかシンプルでない。こうしたところに道路を造るというのは

本当に大変なわけです。一般的な半島というのは、真ん中に道路があるというところはほと

んどないんです。日本中、半島そこら中にありますけど、半島というのは海沿いに細く、何

ていうんですか、岬巡りの道になってるわけなんですね。それを、トンネルを造って、なる

べくショートカットして早く行けるようにしようというのが大抵のケースなんですけど、こ

の伊豆半島は、下田街道というのが歴史的にありまして、下田が、言ってみれば港町として

重要性を持っていたと、政府である幕府にとって非常に重要だった。だから、陸路としても

ある程度のものが必要だったということで天城越えの道があった。それはまだ、馬とか籠と

かの時代だったわけで、その後、天城に対していろんな道路整備が行われて、今は第３の道

というんでしょうか、旧道から数えると、旧道、それから今の無料化になった天城越え道路

の部分、あのトンネルの辺りで料金しばらく取ってましたけども、それが無料化になった現

在の道路。そして今度は、いよいよ414の新しいバイパスである伊豆縦貫道を造ってるわけ

です。 

　　我々から行くと、その天城を超えた延長線上にあるのが、現在の有料道路である修善寺道

路と伊豆中央自動車道になります。これらが、今後お金を取り続けるということは、私たち

首長としては、道路整備に対しての財源が確保されるために、もう非常にありがたいという

ふうに思ってますし、ですから、首長たちみんなで肩を組んで、スクラムを組んで、県や国

の人に、伊豆縦貫道の早期整備だけではなく、有料道路の活用による地域内のネットワーク

の強化というのを頼んでいるところです。クモの糸のように414一本にぶら下がったり、あ
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るいは135号一本にぶら下がってると、そこが駄目になったら完全に途絶しちゃうというの

ではなく、その間に、ラダー、はしごのように、肋骨とも言いますけど、横をつなげて、あ

みだくじのような形状にすれば、ここが駄目でもこっちがあると、こういうふうになります。

このあみだくじの横棒がしっかりつくられるということが重要であろうというふうに、私は

県の職員の頃からずっと主張してまして、そういう意味では、具体的に言うと、例えば、下

田松崎線ですとか、河津下田線という、こっちはまだ途中までしかできてませんけども、こ

ういう道路の改良や、あるいは保守点検というのは非常に重要だというふうに思っています。

こうしたものへの予算確保という意味でも、静岡県全体のパイを広げる。何インチかのピザ

パイをみんなで食べるとき、もうちょっと大きいパイにしたほうが１人当たり食べれるよね

という、パイを大きくするというのやっぱりとても大事なことだと思っています。 

　　東名高速道路は、本当は当初は、あれは償還したら無料にする予定で始まったわけですけ

ど、途中で法律を改正して、あのドル箱路線をしっかりと活用しながら、全国の高速道路に

ちゃんとつなげようということで、今でもお金を取ってるわけです。 

　　こういった観光客の皆さんから頂戴して、地域の道路整備に役立てるというのは、私たち

人口減少で財政力のない町にとっては、非常に重要な工夫した政策であるというふうに考え

ているところです。 

　　以上でございます。 

○議長（中村　敦君）　13番　江田邦明君。 

○13番（江田邦明君）　いろいろな事業、施策を進めていく中で、何でこの事業をやるか、こ

の何でによって、やはり市民、住民の理解を得られる得られないかというところに関わって

くると思います。現在の県の説明ですと、渋滞の可能性と道路予算の確保、これは松木市長

も今答弁をいただきました。その何でが道路財源の確保であると、料金徴収はこれから人口

が減っていく中、あの道路を維持するためには40年、昨今の新聞の報道では33年となりまし

たが、無期限で財源を確保していく。そういう理由になってしまいます。やはり、説明会に

来られた方であったり、道路を利用する住民の方の理解を得るためには、この何でというと

ころが必要かと思います。 

　　この静岡県議会２月定例会での一般質問に対する当局の答弁から、いろいろ改正道路整備

特別措置法の制定も決まってまいりました。また、新聞報道によりますが、合併採算性につ

いても、６月21日付の静岡新聞では、伊豆中央道・修善寺道路の料金徴収で得た財源を、静

浦バイパスの建設に充てる方針というような記事の書き方がされております。その前の５月
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30日の下田市の説明会において県は、この合併採算性について、可能性はあると答弁をして

おります。遡って、私が参加した３月28日の伊豆の国市の説明会では、今後の情勢で判断を

するとされております。やはり、ここの何でが時々変わってしまったことで、今回、住民の

理解が得られてないのではないかと思います。 

　　こうした中、松木市長は再度この件について、県は住民向けの説明会を開催する必要があ

るか、お尋ねしたいと思います。私は、この６月23日から会期となります県議会のほうにこ

の関連議案が上程されるということでございますが、やはりここは県として、県民の信頼を

得るために、再度方針が変わった内容について説明会を開催するべきと考えますが、市長の

考えはいかがでしょうか。 

○議長（中村　敦君）　市長。 

○市長（松木正一郎君）　すみません、ちょっと今まだ考えがまとまってないまま立ち上がっ

たんですけども、説明会を開催する必要の有無については、今のところ私は特段の必要性を

感じておりません。今のところですね。なぜならば、静岡新聞に書かれているように、伊豆

半島の多くの首長は、このことについて、ぜひお願いしたいというふうに言ってるわけです。

道路財源を確保するという一番大きなこと、私たちは道路を造ってくれと要求はするんです

が、道路財源については、お任せというふうなことではいけなかろうと。ですから、私たち

もちゃんと一緒になって道路整備に向かっての努力をしていくことが求められるんじゃない

かと思います。そういう意味では、この賀茂の我々にとっては、先ほど言いましたけれども、

ぜひその財源でもってこういう道路をやってほしいとか、あるいは、この財源を使ってもっ

ともっとスピードアップしてほしいとか、そういったことを向こうに対して主張していく。

それで、その整備等について、こちらも協力を惜しまない。地元としても頑張りますといっ

た立場のほうが、私は最終的に、ちょっと遠い利益なのかもしれませんけれども、最終的に

必ずこの地域のためになるというふうに確信しているところです。 

　　以上でございます。 

○議長（中村　敦君）　13番　江田邦明君。 

○13番（江田邦明君）　少し私の考えをお伝えしたいと思います。財源確保を理由とするので

あれば、先ほどから申し上げたとおり、真鶴道路の新道のように、一度、国土交通大臣の許

可を得た期間を終了した後、新たな道路整備特別措置法15条に基づく維持管理有料道路とし

て、通行料金を下げた上で、住民の利用を図ることが最適かと考えます。しかしながら、一

方で、渋滞緩和策として、静浦バイパス、こちらも414号線の期成同盟会の一員として松木
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市長が参加されております。こちらの促進を図るという目的であれば、合併採算性による料

金徴収期限延長というものを明確にうたっていく必要があると思います。その点が明確に示

されないまま６月県議会がスタートしてしまうことに疑問を感じております。現状では、市

もどうすることもできませんが、７月５日に予定されてます県議会委員会審査の中に、傍聴

で私は参加させていただき、しっかり県議の方がどういった議論をされたかについて、住民

の、市民の方々にも説明できるよう、議員として取り組んでいきたいと思います。 

　　最後になります。６の質問の中で、中島橋交差点付近の渋滞解消についてということで、

市長からは、ハード面の整備というよりかはソフト面の対応ということで、ソフト面の対応

の中の具体的なお話がございませんでしたので、どういったソフト面の対応を今、協議、ま

たは県から回答いただいているのか、お尋ねしたいと思います。 

　　一方、この交差点付近に住んでいる住民の方から移転について少し市からお話、ちょっと

市なのか分からないんですが、行政の方からお話が来てるというような御相談をいただきま

した。この点について、下田市で現在把握している地権者に対する説明であったり説明内容

についてお尋ねしたいと思います。 

○議長（中村　敦君）　市長。 

○市長（松木正一郎君）　すみません、２点目のほうが、ちょっと私、途中で聞き漏らしたも

んですから、何となく最初のときに担当でいいかなと思ってたもんですから。２点目につい

ては担当のほうからお答え申し上げます。 

　　最初は、そのソフトについて具体的に何があるのかという、こういう御指摘だったと思い

ます。 

　　一般的によく言われるのが、道路の渋滞に最も影響を与えるのが、二つ。一つは信号。も

う１個はドライバーの心理なんですね。よくトンネルの手前で自然と速度が落ちちゃって、

それに合わせて後ろも速度が落ちて、それが連動してしまって自然渋滞が起こると、こうい

うようなことはよく言いますけれども、こういったドライバーの心理みたいなものがある。

それから、二つ、三つある。最後に、道路だけではなく駐車場の適正配置です。この三つか

なと。 

　　信号現示というのは、例えば、中島橋交差点は現在、歩車分離型、つまり、歩行者は縦横

無尽に行けると。歩行者を止めたら、今度は車は、縦軸か横軸かと、こういうに切り替わる

わけですね。昔は、縦横しかなくて、歩行者というのは、その中で一緒に行けという。です

から、右折、左折車がいると危険だったわけですね。静岡県警がいつの頃からか、かなりこ
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の分離、歩車の分離というのを、交通安全上もすごく重要なことだということで、道路管理

者と相談して、こういうふうにしていこうということをよく言われました。その結果、各地

でスクランブル型の歩車分離交差点ができて、慣れない頃は、お年寄りの方なんか、信号、

目の前の青信号になったと歩き始めて、ああ違ったんだというふうに気がついて、何だこれ

はというふうに、私も生まれて初めて見たときはそういう感じだったんですけども、そうい

った信号現示は、やはりどうしても１サイクルの時間が延びるので、自分の青時間が短くな

るというんでしょうか、どうすればいいのかというのは、あれ実はコンピュータ処理して、

その都度その都度の交通量に合わせて時間をやってるんです。ですから、日中と夕方と朝、

違うんですけれども、それ全部、静岡の警察の、県警本部の交通何とか課というところで全

てコンピュータ制御してるんですけども、そういったソフトが一つ。 

　　それから、ドライバーが心理で何かついブレーキを踏んじゃう。これ交通工学的なことを

教わりましたら、車間距離が一定であればそういうことはないんだそうですね。言われてみ

ればそうですよね、全部が電車みたいにつながっていて、青になったら一緒にぱっと行けば

一番いいわけです。用意どんで、何ていうんでしょうか、リレーのように、用意どんで一緒

にこうやって動けばいいんですけど、一番後ろの人は、青になった瞬間にアクセルを踏む勇

気はありませんよね。それを例えば、電子制御というんでしょうか、そのＡＩか何かでＧＰ

Ｓから指示を出して、それが車の自動オートドライブのほうに入って、一斉にみんな行くよ

うになれば、相当の交通の処理ができるわけです。普通のトンネルなんかについてもそうで

す。恐らく2050年ぐらいになればそういう技術になっていて、もっと言えば、2100年になれ

ば人間が運転するなんてことはあり得なくなるだろうと思います。運転したかったらサーキ

ットに行きましょうという、今の乗馬をしたかったらそういうとこに行きましょうというの

と似てるようになろうと思いますが、それまでの間は、どうしてもやはりある程度は私たち

人間の操作というふうになります。ここのところをどうやってうまくやるかということは、

これから開発がなされるんじゃないかと思います。さっき言ったサグと呼ばれる、前の人が

こうなったからこうやっちゃうという、自然の条件に合わせた人間の行動原理によって引き

起こされる渋滞というのを、何らかの形で上手にやるというのが、今、模索されているとこ

ろです。特にトンネルの辺り、伊豆中央道とか修善寺道路とかあっちほうでそういうのをや

ろうというふうな話を、うわさとして耳にしています。 

　　３番目の駐車場の配置というのは、昔、日本は、道路は一生懸命造り始めたんですが、駐

車場の整備が全然なされてなかった。ですから、例えば、静岡市なんかだと、市の真ん中に
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あるデパートとか、そういったところに直接車で行っちゃって、そこにある駐車場に入れよ

うとして、今度は駐車場に入る車で渋滞が起きるという駐車待ち。駐車待ちが嫌だから別の

とこ行こうと、これうろつき交通というんですけど、そういったものがまちの中にあふれて

しまったので、これはよろしくないといって、駐車場を適正に配置しよう、どの場所にどん

な量の駐車場があるのがふさわしいのかというのを、そういうのを私は担当でやっていたん

ですけども、各市町村のほうでやってくださいと、都市計画区域があるところは駐車場整備

計画というのをつくることができますよ。そしたら、ちゃんとどこどこに駐車場を何台造る

からお金ちょうだいと言ったら、街路事業だったかな、国交省の補助金でもって駐車場は整

備できるようになっております。例えば、今開催されているあじさい祭が、そこまで行っち

ゃってから行列になっていて、もう抜け出せないというのは、やっぱりあれはよろしくない

ので、今いろいろと私のほうから工夫を指示しているとこなんですけども、毎年こうですで

はなく、こういったものがなくなるようにするには、例えば、もっと手前の道の駅に車を止

めていただいて、そこであじさい駐車場は満車です。２時間待ちとか書けば、そっちへ行こ

うじゃないかと。それがやがては、今の自動車ってかなりそういったものに対する技術が進

んできてますので、ナビゲーションはここに置いたほうがいいよというふうに指示をすれば、

そこまで行かない。手前で止める。フリンジパーキングと言うんですけど、都市の端っこ。

縁辺部のことをフリンジというんです。フリンジパーキングといって、そこからは、例えば

バスに乗るとか、下田の場合ですと、例えば船で渡るとか、そういった２次的な移動のもの

をつくって、それさえも楽しくするというふうなやり方あります。 

　　かように交差点の改良というのは、ただ単にそこの交差点をやたら広くして、あるいは立

体交差にして、お金をかけて、周りの家々を潰していってというやり方だけでなく、多様な

手法があるというふうに、私はこれまでの経歴上感じております。それを、ぜひ県、今の県

の人にお願いをしておりまして、県庁のほうにいろいろとお話をしているところでございま

す。 

　　以上でございます。 

○議長（中村　敦君）　建設課係長。 

○建設課係長（土橋一登君）　中島橋交差点付近の住民の方への説明についての件なんですが、

過去に都市計画道路の区域を設定する際に幅員がどのぐらいになるとか、そういった説明を

個々に伺ったという話は聞いておりますが、ごとの内容については、すみません、こちらで

は控えさせていただきます。 
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　　以上です。 

○議長（中村　敦君）　13番　江田邦明君。 

○13番（江田邦明君）　最後、新聞報道で、市長の下田市として、この伊豆中央道・修善寺道

路の料金徴収延長に対する立場ということで、賛成ということで、松木市長のお名前で記載

がございますが、再度改めて、丸々だからこの料金徴収期限の延長は賛成する。この丸々と

いうのが、伊豆縦貫自動車道の整備促進なのか、肋骨道路の整備促進なのか、財源確保のた

めのというような、この丸々というものを具体的に明確に御答弁いただいて、私からの一般

質問を終わらせていただきます。松木市長よろしくお願いいたします。 

○議長（中村　敦君）　市長。 

○市長（松木正一郎君）　重なるところございますけれども、私としては、必要条件として二

つだと思って、十分条件はあえて申し上げませんが、必要条件としては、道路財源の確保に

よる周辺道路網の整備の促進と、これは常に申し上げているとおりです。もう一つは、これ

は先ほどちょっと専門的な領域で申し上げたとおり、道路は本来はヒエラルキーをもって階

層化するべきだと。通学路と国道と、例えば一緒くたにする、あるいは貨物自動車がばんば

ん通る道路を通学路にするというのは、本当は望ましくないわけです。ですから、そういう

意味で、道路は、自動車専用道路というものも、料金徴収をすることによって一般道と差別

化して、お金を払ってでも早く行きたい人にはちゃんと早く行けるようにする。これはロー

ドプライシングと言うんですけど、あえてお金をかけるようにして、それで混雑を緩和させ

るという、そういうやり方がございます。観光はもとより、私たちは医療関係でも資源が不

十分ですので、そういった意味では、そういう常にしっかり走れる道を残しておくというの

は重要だというふうに思っております。 

　　この２点、財源による道路網整備と、それから、観光や救急の面でも必要な高速性や定時

性の確保。こうしたことで道路の階層化をするということ、この２点で私は賛成する立場で

ございます。 

　　以上でございます。 

○議長（中村　敦君）　これをもって、13番　江田邦明君の一般質問を終わります。 

　　ここで１時０分まで休憩いたします。 

午前11時59分休憩 

────────── 

午後１時０分再開 
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○議長（中村　敦君）　休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

　　休憩前に引き続き、一般質問を続けます。 

　　次は、質問順位４番、一つ、特別支援教育について。 

　　以上１件について、１番　柏谷祐也君。 

〔１番　柏谷祐也君登壇〕 

○１番（柏谷祐也君）　１番、清新会、柏谷でございます。議長の通告に従い、順次趣旨質問

をさせていただきます。 

　　特別支援教育について。 

　　現在の支援をより充実させていくため、発達障害者支援が上げられます。発達障害とは、

先天的な様々な要因によって、主に乳児期から幼児期にかけて、その特性が現れ始め、自閉

症スペクトラムや学習障害、注意欠陥多動性障害などの総称で、この10年で確実に発達障害

の子供は増えていってると言ってはよいではないでしょうか。 

　　平成24年に実施された文部科学省の調査では、学習面または行動面に著しい困難を示すと

された生徒児童の割合は6.5％でしたが、令和４年度は8.8％と、一般的な30人学級で考える

と、実に１クラスに約３人は障害を抱えた子供がいる計算です。詳細な内訳を見てみると、

小学生は10.4％、中学生は5.6％となり、全国で推計すると、実に約80万人の児童生徒が困

難を示す状況にあります。 

　　同時に、特別支援教育の一環である通級指導教室を必要とする児童生徒の数は引き続き増

加傾向にあり、発達障害のある児童生徒への支援を今後充実させていくことは、極めて重要

であります。 

　　現在、下田小学校、稲生沢小学校における２校の通級指導教室での対応となるためと通告

書に記載しておりますが、正しくは、下田中学校、稲生沢小学校、２校の発達通級となりま

す。下田小学校では、言語の通級となり、こちらは言葉の教室になります。訂正をおわび申

し上げます。 

　　その通級指導教室ですが、自校通級と他校通級では保護者の負担が多く、人口減少におけ

る核家族化、経済面においても共働きも多く、仕事を欠勤して送迎しなければならない現状

のため、通級指導教室を断念される方の声も聞いております。 

　　今後の通級指導教室の活用方法について、その他自治体での巡回指導の取組も検討してい

ただきたい。巡回型は、通学している学校の中で、一部の時間、特別の指導を受けることに

なるので、対象の児童生徒が通級する移動の負担が少なく、児童生徒やその保護者は、通級
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による児童の担当教員に日常的に相談しやすいため、通級指導の担当教員にとっては、対象

の児童生徒の学級担任や教科担当との連携や、校内における共通理解が図られやすいと考え

られます。 

　　積極的に発達障害の支援を行おうとしている行政に対して、教育の最前線である教室、特

に、通級学級においては、教員がのっとったとおりに動くというのは非常に難しいものがあ

ります。もちろん、合理的配慮という概念自体、学校側も教員もいまだ理解が不十分である

ことは否定できません。その障害のある児童が、十分な教育を受けられるために提供できて

いるかという観点から、児童生徒の支援においては、何といいましても、障害に対する十分

な理解と、適切な対応を行うなどの指導者側の資質向上が大切であると考えます。この点に

つきましても、県、市教育委員会、講師を取り入れた発達障害に関する研修等を教職員対象

に実地していただき、具体的かつ適切な支援内容や支援方法についての理解が必要になって

います。 

　　指導の困難さや支援の必要性を感じながらも、ほかの児童生徒の対応や公務に追われて、

十分な対応をしたくてもできずにいるという実態も明らかになっています。 

　　一方で、発達障害を早期に発見し、早期に療育することで適応を促すことができ、また、

不適応から起こる２次災害、ひきこもりなどを克服させるためにも、個々の状態に合ったソ

ーシャルスキルトレーニング等を行い、社会でよりよく生きるための力をつけることが重要

になっていきます。 

　　そこで、このような状況下、当局にお尋ねします。 

　　１、下田市における発達障害の可能性のある児童の実態の把握について。 

　　２、通級指導における発達障害児童の支援の状況について、 

　　３、今後も通級指導教室を必要とする児童生徒の数は引き続き増加傾向にある中での活用

方法について。 

　　４、教職員の資質向上について。 

　　以上４点につきまして、当局のお考えをお聞かせ願いたく存じます。 

　　以上で、趣旨質問を終わります。 

○議長（中村　敦君）　当局の答弁を求めます。 

　　教育長。 

○教育長（山田貞己君）　私のほうから、柏谷議員の質問に対してお話し申し上げます。 

　　最初に、下田市における発達障害の可能性のある児童の実態把握についてということでご



－84－

ざいますけれども、市内全小中学校において、年２回ないし３回の就学支援委員会という会

議を開いています。そして、各種の障害を持つ児童生徒について、実態の把握や特性に対す

る理解、効果的な関わり方を協議しているところであります。その上で、市で年２回の就学

支援委員会を開催して、適切な就学先や支援方法等を検討、協議しております。 

　　発達障害には境界域があって、その障害の特性についてはグラデーションであることから、

その判断は非常に難しいところではありますけれども、例えば、医療機関において発達障害

と診断されているですとか、発達検査において発達障害の傾向が見られるですとか、診断等

は受けていないけれども、学校生活において特別な支援を要するなど、その児童生徒の発達

の程度を見極めながら、特性に応じた支援を講じているところでございます。 

　　次に、通級指導における発達障害児童の支援の状況についてでございますけれども、先ほ

ど述べましたとおり、本市には、平成29年度より稲生沢小学校に、それから、令和５年度よ

り下田中学校に、発達障害を対象とした通級指導教室が設置されて、指導、支援を進めてお

ります。現在、稲生沢小学校の発達通級には20名の児童、それから、下田中学校の発達通級

には10名の生徒が在籍しており、それぞれ週２時間から３時間程度、個別に支援を進めてお

ります。具体的には、例えば、ＷＩＳＣ検査、発達検査等で明らかになったその子の特性を

基に、視覚支援ですとか、できるだけ短い言葉での明確な指示、支援員による個別の声かけ

など、その児童生徒の特性に応じた関わり方をしているところでございます。 

　　三つ目ですが、今後も通級指導教室を必要とする児童生徒の数は引き続き増加傾向にある

中での活用方法ということですけれども、通級指導担当者、各校を巡回しての指導というこ

とでございましたけれども、週20時間程度を担当しているということを考えると、大変難し

い状況にはあります。単純に週20時間、５日あるとすると１日４時間、１日が６時間である

とすると、そのうち４時間、指導に当たって、空き時間は２時間になります。空き時間とは

申しましても、スクールカウンセラーとの情報共有ですとか、スクールソーシャルワーカー

との情報共有、あるいはノートの記述、記録の記述、そのほか問題行動等が生じた場合の対

応、各担任との情報共有等々、また、離席した生徒を例えば探しに出るとか、保護者が見え

て、相談をする。空き時間であって実際には空いていない状況にあります。 

　　そこで、議員から御指摘ありましたけれども、連絡ノートの活用や、保護者との面談等、

お子さんの特性と効果的な支援について共有を進めております。連絡ノートにつきましては、

通級指導校、それから在籍校、双方で共有して、日常の指導でも生かしております。また、

市の臨床心理士、学校教育課指導主事、専門員による巡回相談を実施して、発達に課題を持
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つ児童生徒の現状、それから、効果的な支援方法等を探るとともに、適切な就学支援に努め

ているところでございます。 

　　四つ目、今後の教職員の資質向上についてでございますけれども、県地区での特別支援教

育の研修に、市教育委員会担当者や各学校の特別支援教育担当教員等が参加するとともに、

各校で共有して、スクールカウンセラー、あるいはスクールソーシャルワーカーとも連携し

ながら、発達障害に対する研修を重ねる必要があると考えています。また、授業や生徒指導、

児童生徒理解の際、発達障害に対する正しい理解と適切な対応は、議員おっしゃるとおり、

必要不可欠であることから、市教委主催の生徒指導研修会、また、支援員等の研修会などで

も発達障害をテーマに取り上げ、継続しながら、教職員の資質向上に引き続き努めてまいり

たいと思っているところでございます。 

　　以上でございます。 

○議長（中村　敦君）　福祉事務所長。 

○福祉事務所長（芹澤直人君）　福祉事務所のほうからは、発達障害の可能性のある児童の実

態把握についてという御質問がございました。こちらについてお答えいたします。 

　　下田市で把握しております数字といたしましては、療育手帳を交付している数となります。

令和４年度末現在で、下田市に住民登録のある方に対しまして、療育手帳を交付している人

数は189人でございます。うち、18歳以上が157人。18歳未満は32人でございます。 

　　なお、就学支援等の情報につきましては、就学支援委員会に福祉事務所からも出席してい

るほか、子ども家庭総合支援拠点の事業等を通じまして、教育委員会と情報を共有している

ところでございます。 

　　以上でございます。 

○議長（中村　敦君）　１番　柏谷祐也君。 

○１番（柏谷祐也君）　御回答ありがとうございました。教育長からのお話の中で、様々な障

害の中で発達障害の程度を見極め、判断が難しいところではございますが、児童生徒に発達

障害の疑いがある場合には、保護者に対し、継続的な相談、情報の提供及び助言を行い、今

後とも、その障害の特性に合った支援計画をお願いいたします。 

　　また、先ほどの回答にありました、通級指導担当者が巡回しての指導は厳しいとのことで

したが、通級指導担当教員の増員の見込みはございますでしょうか。 

　　自校通級、他校通級では、保護者の負担が大きく異なるため、その配慮にも今後、御検討

をお願いいたします。 
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　　発達障害とされる子供が増えゆく中、教員個人への負担が莫大な中で、さらに学校や保育

園からは合理的配慮まで求められて、立ち行かなくなってしまった教員はいないとは私は思

えません。他の教員、特にベテラン教員や校長などの手を借りる。それでも足りなければ、

専門家を招聘するなど、１から10まで、通級指導者、担任、支援員等で対処するのではなく、

発達障害には、学校全体で一人一人の特性に合った支援を行うことが必要であり、また、通

級による指導の担当教員は特別支援教育の重要な担い手であり、その専門性が、校内のほか

の職員に与える影響も極めて大きいため、連絡ノートの共有方法についても慎重に検討して

いただきたい。一部の在籍校では、通級指導で何を学んでいるのか分からないという教員の

声もお聞きいたしました。教育委員会が主催する研修の実地に当たっては、教職員が研修を

受けやすい環境づくりが必要であると思われます。今後も、専門分野と連携を図り、専門性

向上をよろしくお願いいたします。 

　　次に、福祉事務所長からのお話の中で、療育手帳を交付している人数は189人、うち18歳

以上は157人、18歳未満は32人とお聞きいたしましたが、その後、その傾向はさらに増加す

るとも言われている中、当局におきましては、発達支援の早期発見、早期支援の施策におい

てとても重要だと思われます。発達障害は脳の不具合から生じるとされており、完全に治療

できるものではなく、療育によって、子供の特性に合った発達支援を行うことが必要とされ

ています。療育の中でも、幼少期から小学校の低学年ぐらいまでに行う療育が早ければ早い

ほど、その後の成長や自立にもつながりやすいと。発達障害医学の分野では言われておりま

す。最も成長する時期に合わせて、子供の特性に応じた支援ができるのが、早期療育の一番

のメリットであります。特に、作業療法士、言語聴覚士、理学療法士等の専門職による体の

調和や、感覚統合療法、言語聴覚療法等の様々な手法により、脳によりよい刺激を与えるこ

とで、その後の発達や自立にもスムーズにつながることが期待されています。 

　　また、療育の発達支援を受けることで、子供の持つ特性を正しく把握することができ、子

供に合った接し方、コミュニケーションの取り方を知ることができる点、相談できる味方や

共感できる仲間ができる点などが、保護者のメリットも大きいと言われています。 

　　乳幼児健診から、各セクションにおける連携の在り方は一番大事な視点であり、その連携

先として、生後数か月から定期的に開催する親子教室のような機会を新たに開催し、早期発

見の拠点を強化していただき、早期療育、早期支援に向けた人的支援、財政支援等、今後も

さらなる施策の充実を期待しております。当局の考えをお伺いします。 

○議長（中村　敦君）　教育長。 
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○教育長（山田貞己君）　発達障害の疑いがある児童生徒については、保護者との継続的な相

談、情報の共有、助言等は、今、柏谷議員の御指摘のとおり非常に大切なことで、日頃、そ

の児童生徒の障害の特性に合った支援を進めているところでございます。 

　　通級指導教室担当教員の増員についてですが、通級指導担当教員は、県費負担教職員が児

童生徒数、学級数によって国で定められての配置でございます。対象児童生徒が大幅に増え

れば配置の可能性もありますが、現時点でも通常の目安となる人数よりも若干少ない状態で

教員を配置していることから、それに従いますと、増員は困難な状況となっているのが現状

です。 

　　ただし、先ほど柏谷議員からもあったとおり、通級指導教室の担任が全てを行うことには

大きな負担がやはりあります。学校全体で、チーム稲生沢小ですとか、チーム下田中ですと

か、教職員全体の組織で取り組むことが必要です。そのために、各学校で実施される、例え

ば、子供を語る会ですとか、就学支援委員会、そのほか校内研修、学年部会、生徒指導部会、

職員会議の折に、様々な障害等の特性を互いに理解して、学校全体で適切な支援を進めるよ

う努めているところでありまして、今後もそれは継続して行ってまいります。通級指導教室

のみならず特別支援教育に携わる教員の育成については、非常に重要な課題であると私も認

識しております。例えば、複数配置となった学校の通級指導担当教員について、１名をベテ

ランに、もう１名を若手と、そういった年齢構成を考えたり、あるいは経験によって配置を

整えたりする。そんな配置が各学校で、通級指導教室のある各学校でやはり整えられている

ところでございます。 

　　今後も、見通しを持った意図的な人材育成、資質・能力の向上を進める手だてを講じてい

く必要があると思います。 

　　実際に、令和５年度、例えば、７月末には特別支援担当１年目の担任の研修会があり、同

じく７月末には特別支援担当３年目の担任の研修会があり、９月には特別支援通級２年目の

担任の研修会がありということで、若手から、また中堅、ベテランにかけても、研修を計画

的に進めているところでございます。 

　　通級指導で何を学んでいるのか分からないという声については、所属学級の担任が、所属

している児童が通級指導教室に出向いたときの学習内容が、情報として入りにくいというこ

とであろうかなと私は解釈しましたが、当該校に限らず、市教委としても、その実態をしっ

かりと受け止めながら、教職員の研修の場の設定、通級指導担当者の在籍校訪問の実施など、

在籍校はもとより、他の学校においても理解が深まるように、工夫した取組が常に必要であ
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るというふうに考えています。 

　　なお、連絡ノートにつきましては、通級指導担当と在籍校、それから、保護者を結ぶ重要

なやはり手段となっています。通級担当と保護者、所属、学級担任も含めて共有できる一つ

の手段です。中には音読カードってありますよね。音読カードですとか、予定帳の日記欄を

活用して共有している担任もあります。情報、個人情報の取扱いに留意しながら、今後も引

き続き丁寧な情報共有をしていくことが重要であると考えているところでございます。 

　　柏谷議員が、今回、特別支援教育について提起してくださったことには感謝したいと思っ

ております。というのも、現在の学校教育また保育において、特別支援教育のニーズが急激

に高まってきている。先ほども御指摘ありましたけれども、そういった実情があるからです。 

　　それは、多くの方が新聞等の報道でも承知していることだと思うわけですが、静岡県の小

学校の通常学級数の推移が少子化に伴って激減しているのに対して、特別支援学級は増加し

ている実態がここ数年続いています。それに伴うかどうか分かりませんが、例えば数字で言

うと、下田市の支援員の数に至っては、平成20年度は４人でした。現在は24人です。中学校

も同様です。賀茂地区でも例外ではありません。それに伴って、通級指導教室のニーズも高

まって、下田市だけではなくて、市、町、県、全国的にその対応に力を注いでいるところで

ございます。 

　　以上でございます。 

○議長（中村　敦君）　福祉事務所長。 

○福祉事務所長（芹澤直人君）　発達障害の早期発見と早期支援ということについてでござい

ますが、こちらにつきましては、市民保健課、学校教育課、それから、福祉事務所の３課が

情報を共有するなど、連携して対応を図っているところでございます。 

　　早期発見につきましては、出産から小学校就学前までの子供の成長や発達の段階に応じた

健康診査等の機会を通じまして、発達障害の早期発見に留意しております。また、必要な支

援につなげるために、保護者の意思を尊重しながら、健康、教育、育児といった、家庭から

の相談に随時応対し、各種支援制度の情報提供や助言に努め、医療機関や支援サービスを行

う事業者の紹介などもしております。柏谷議員の御意見のとおり、発達障害の対応には、早

期発見と早期支援はとても重要であると認識しております。そのためにも、各課で連携を密

にいたしまして、今後も早い時期から周囲の理解が得られるようにまた、個人の特性に応じ

た療育などの必要な支援につなげられるように努めてまいりたいと考えております。 

　　以上です。 
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○議長（中村　敦君）　１番　柏谷祐也君。 

○１番（柏谷祐也君）　教育長、福祉事務所長、御回答ありがとうございました。 

　　障害を抱えた子供の早期発見、早期支援、各課で連携を密にしていただき、将来的な自立

と社会参加を見据え、さらに細かく子供たちの障害の状況、発達の段階や進路希望なども加

味した柔軟な発達支援が行われることを期待しております。 

　　特別支援教育におきましては、学校全体でのサポート、教職員の育成、専門性向上を図る

ための研修等の実地や、学校としての専門性を確保していただき、誰一人残すことなく市内

全ての子供たちが充実した教育環境で学べるよう、実施可能なことから、今後も取組をお願

いいたします。 

　　以上で終わります。ありがとうございました。 

○議長（中村　敦君）　これをもって、１番　柏谷祐也君の一般質問を終わります。 

　　次は、質問順位５番、一つ、下田市の広報、プロモーション力強化について。 

　　以上１件について、11番　鈴木　孝君。 

〔11番　鈴木　孝君登壇〕 

○11番（鈴木　孝君）　公明の鈴木　孝でございます。議長の通告に従い、趣旨質問をさせて

いただきます。 

　　下田市の広報、プロモーション強化について伺います。 

　　令和３年３月、第５次下田市総合計画の中で、まちの将来像として、時代の流れを力に・

つながる下田・新しい未来の３点が示されました。総合計画の中でまちの将来像として示さ

れたこの３点の内容を今読み上げて確認したいと思います。 

　　まず、時代の流れを力に。これは、今までの時代と新しい時代の流れを力にする。都会か

ら地方へ、地方から世界へという新しい地方の時代へ。急速に進展する情報通信技術の活用。

地方の有する豊かな空間性等の強みや可能性を最大限に駆使する。 

　　次に、つながる下田では、関係人口の創出・拡大。人と地域の絆の強化。賀茂・伊豆圏域

の市町との連携。市民と多様な主体（民間企業、大学、ＮＰＯ等）が下田で協働。 

　　続きまして、新しい未来では、新たな暮らしのスタイルの確立や、新たな付加価値を生み

出す消費・投資の促進など、これまでにない新しい価値を創出し、明るく希望の持てる未来

を築くという内容が示されております。 

　　今、読み上げました、まちの将来像は、移住、定住、観光、企業誘致などの促進、かつ、

また活性化するためのシティプロモーションとして、各事業と関連づけて広報していく必要
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があると私は考えます。例えば、令和５年度の重点施策である新庁舎建設、グローカルＣＩ

ＴＹプロジェクト、広域ごみ処理施設整備などの事業も、このまちの将来像と関連づけるこ

とにより、下田市の在り方を示し、シティプロモーションに活用できると考えております。 

　　新庁舎等建設では、旧稲生沢中学校を有効活用して建設計画が進められております。まだ

活用できる建物を市庁舎としてリノベーションすることは、解体による廃材の発生を最小限

に抑えることにもなり、持続可能な社会を目指す新しい時代の流れにつながっていくと感じ

ます。 

　　移住し、空き家をリノベーションして住居することや、使われなくなった施設をリノベー

ションして利用する企業とのつながりに発展することが期待されます。 

　　グローカルＣＩＴＹプロジェクトは、事業を通じて地域を愛し、人との絆を強化すること

につながり、都会から地方へ、地方から世界へという新しい地方の時代への変革をもたらす

ことが期待されます。 

　　また、広域ごみ処理施設整備を通し、賀茂伊豆地域の市町との連携を強め、ごみを減らす

工夫が新たな暮らしのスタイルの確立にもつながっていくと思います。 

　　意識をして下田市の思い、まちの将来像、どこへ向かうための事業かを分かりやすく、地

域及び全国、海外まで伝えることが必要と感じます。 

　　広報に関しては、各自治体でいろいろと工夫、研究を重ねながら進めているようでありま

すが、静岡県内では、磐田市の進め方が先進事例として参考になると思いました。磐田市で

は、広報広聴・プロモーション課を設け、インスタグラム、フェイスブックの公式ページに

加え、動画の公式チャンネルも使い、広報を進めているのが特徴であります。下田市は、磐

田市と比べ、職員の人数も違うので、できることできないことあると思いますが、少しずつ

でも参考にして、できることから進めていくことが大事だと思います。 

　　私の提案としては以上のことが上げられますが、この提案も含め、下田市の今後の広報、

シティプロモーションをどのように進めていくのかということを伺いたいと思います。 

　　以上で、趣旨質問を終わります。 

○議長（中村　敦君）　当局の答弁を求めます。 

　　市長。 

○市長（松木正一郎君）　現在、ソーシャルメディア、いわゆるＳＮＳの上で様々なまちのブ

ランディングですとか、そのブランディングを増幅させて、映像だとかにして見せて、それ

でもって質を高めるというんでしょうか。そして結果的には、定住だとか観光につなげると、
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こうしたことについていろんなとこでいろんなことやってますよ。下田市もせっかくこんな

ふうにいっぱいやってるんだったら、もっとやったらいかがですかと、こういうふうな御提

案だと思います。 

　　御指摘のとおり、磐田市などいろいろ工夫しているまちがたくさんございます。下田市も、

実はこれでも結構努力しておりまして、市民の中で、こういうふうにしたほうがいいよとい

う人たちがいらっしゃって、そういった人たちの話、例えば、具体的にちょっと一つ言うと、

スマホを母親は子供を抱えたまま見てるんだと。だから、片手で操作できるように、下田市

のいろんなＳＮＳ上の発信をしてほしいとか。やっぱり子育世代とかは、市の情報をすごく

必要とされている方がいらっしゃって、そういう人たちが、これでぜひというふうに言われ

て、それではと言っても、私たちのほうではそんなに得意な人がそれほどいるわけじゃない

ので、そういう人たちそのものをホームページづくりの仲間となってもらって、具体的に若

いセンスでやってもらったりしています。ですから、そういった具体策について、後ほど企

画の課長等からいろいろと各種施策について申し上げますけれども、ちょっと私が１点だけ

心配してるのは、アテンションエコノミーという言葉があるんですけど、アテンション、つ

まり気を引く、気を引くことでお金をもうけるという人たちがたくさんいて、こういう人た

ちは、多くの相当曲解したような情報を出して、ちょっと何ていうんでしょうか、とにかく

アテンションを引けるということを最大の目標としてるために、その事実を若干曲げながら

でもやってるというところがあります。こうした情報が社会の中で相当の数、浮遊していて、

その中で私たちが刺激的なそういったものとは別に、ちゃんと品格があり、かつしっかりと

そのニーズに合った発信をするというのは、非常に難しいなというふうに思っております。

言ってみれば、今、情報の出し方、行政からの広報というものが一つの岐路に立っている、

立たされているというふうに感じているところです。 

　　最近、新聞報道でにぎわっているチャットＧＰＴ等の生成ＡＩ、いわゆる超ハイテクノロ

ジーの人工知能がどんどん増幅している中で、実際として、いかに正しく、適正な情報を、

適時出していくかということについて、これから庁内一丸となって検討して、それで進めて

まいりたいと思います。個別事象について、担当各課長から申し上げます。 

　　以上でございます。 

○議長（中村　敦君）　企画課長。 

○企画課長（鈴木浩之君）　今、鈴木議員のほうからございました、最近、特に広報に力を入

れている市町村においては、シティプロモーションということで、まちを売る、まちをＰＲ
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するという視点で取り組まれている市町村が増えてきているというふうに感じております。 

　　ただ、現状、下田市におきましては、どちらかというと今までの従来型の広報と観光プロ

モーションという、そういう２本立てで進めてきたような経過もございますので、まず一旦、

そちらの現状についてお話をさせていただこうというふうに思います。 

　　広報につきましては、どうしても行政情報の発信というところが中心となってきておりま

す。また、その手法も、広報誌ですとか回覧の発行等、紙媒体をどちらかというと中心に進

めてきた経過がございます。近年は、若い方に限らず広い世代でスマホ等から情報を得る方

が多くなりまして、ＳＮＳでの情報発信が非常に大きな割合を占める、そういう時代となっ

てきたかなというふうに感じております。 

　　下田市におきましても、従来の広報、回覧に加えまして、ホームページの運用を強化して

いるところでございます。また、さらにこれに加えまして、近年ではメールの発信ですとか、

フェイスブック、インスタグラム、ユーチューブ等も活用して、ＳＮＳへの対応を進めてい

るところでございます。 

　　この中で昨年度、先ほど市長のほうからもありましたけども、ホームページのリニューア

ルということで、メインとしましてはスマートフォンへの対応ということで、そちらの機能

強化を図ったところでございます。また、これと併せまして、ホームページのデザイン変更

ということで、移住ですとか、ふるさと納税など、市が今、推している事業を前面に押し出

した形でページデザインを行ってきた経過もございます。その際には、先ほどありましたよ

うに、市民の方の御参加もいただいて、市の職員だけではなく、いろんな方の御意見の中で、

ホームページの改修にも取り組んだ。そんな成果もちょっと上げているところでございます。 

　　現在、広報の担当につきましては、なかなか職員の数の制限もございまして、１名が中心

となって、庁内連携という形で情報発信を進めているところでございます。特に、ＳＮＳに

関しましては、ＴＰＯといいますか、時間、場所、タイミング、そうしたものが大事という

ことがございますけども、なかなか情報のセキュリティーの問題ですとか、情報管理の問題

もありまして、誰でもできるという環境にはちょっと難しいところがございます。そうした

中で今後職員の研修等を充実させまして、広く情報がアップできるようなチームづくりを、

庁内でも検討していきたいというふうに考えております。 

　　もう一点、先ほど御提案ありましたけども、単純に行政情報の発信ということではなく、

せっかく市が今取り組んでいる様々な主要事業、下田市いろんな事業が大きく動いてますの

で、そうした事業を生かした形でシティプロモーションという視点を取り入れて、広報を組
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み立てていきたいというふうに考えております。 

　　以上でございます。 

○議長（中村　敦君）　観光交流課長。 

○観光交流課長（佐々木豊仁君）　私からは、観光プロモーションについてお答え申し上げま

す。 

　　観光交流課としましては、市公式フェイスブック、インスタグラム、ホームページを活用

し、年間イベントに応じ、随時情報を更新しております。あわせて、下田市観光協会から各

種観光プロモーションを実施しており、直近では、人気番組の中で現在開催中のあじさい祭

が取り上げられ、その後の問合せ件数が多くなったことから、プロモーションの充実は、観

光の誘客に必須であると改めて認識しているところでございます。 

　　また、観光交流課独自の取組としましては、下田市ロケーションサービスとして、フェイ

スブック、インスタグラムで情報を発信しております。具体的には、ロケ地や撮影内容の紹

介、撮影風景等を発信しており、ロケ誘致はもとより、ロケツーリズムを充実することを目

的に行っており、近年の下田市内でのロケ支援件数の増加につながっております。 

　　今後も、現在進めている情報発信を継続しつつ、先進事例の取組を参考にしながら、効果

的な情報発信に努めてまいります。 

　　私からは以上でございます。 

○議長（中村　敦君）　11番　鈴木　孝君。 

○11番（鈴木　孝君）　ありがとうございます。 

　　まず、市長がちょっと懸念されていると言った、アテンションエコノミーということをも

懸念されているんですが、私が思うのは、過度にプロモーションだけを強調するということ

ではなく、せっかくまちの将来像とか、そういう理念があるんであるので、その事業と理念

がどこかで、心の潜在意識かどうか分からないんですけど、奥底では市長がやろうとしてる

まちの在り方というものがあると思うんですけれども、それが、シティプロモーションとい

うか、公に伝わっていないという現状を変えるために、もう少し意識したらどうかというこ

となんです。意識して伝えようとしないと、自分の中では分かっていたり、また、分かる人

は分かっていると思うんですけれども、それがなかなか伝わらなくて、こんなことやっても

どうなのかなとか、お金の無駄じゃないかとか、やる必要があるのかという議論になってし

まうんですけれども、やっぱり何のためにやるのかというところを、しっかりとまちの将来

像等を含めて、理念と合わせて発信していくということが非常に大切だと思うんですね。 
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　　観光ということでシティプロモーションしてるというのも分かるんですけれども、観光を

シティプロモーションするのは、例えば、企業でいえば、何か商品を、これがおいしいよと

か、これは性能がいいよと言っているようなもので、その背景には、どういうつもりでこの

商品を作っているのかという、そこを表さなければいけないと思うんですね。企業もそうい

うことでいろいろどういう、私たちはどういう企業なんですということをうたうことが、だ

んだんと今多くなってるんですが、あんまり、例えば、ＳＤＧｓをうたって、無理やりＳＤ

Ｇｓをネタにして、その企業イメージを高めようという、そんなことではなくて、とにかく

今考えていることが、まだまだ市民はもちろん下田市以外の人に伝わってないという状況を

変えるためにどうするかということなんです。今までやってることはもちろんいいんですけ

れども、もう一つやり方を意識してやることが大切で、そのためにはやっぱり今の時代はＳ

ＮＳの中でも動画というものが非常に伝える情報が多いということで、文章で表すよさもあ

るんですけれども、動画というと、例えば、声の質や顔の表情、身ぶり手ぶりも含めて、熱

い思いを伝えることができるということで、やっぱりこの動画というものは意識して自分た

ちで発信していかなければいけないんじゃないかと思うんですね。 

　　ただ、ホームページを見てくださいとなったときに、ホームページを見ると、そこに書類

みたいなものが貼りつけてあるんですけれども、その書類を、例えば、書類は書類でいいん

ですけれども、そこを見ながら口で熱く説明するだけでも、同じことを言ってるんですけれ

ども、伝わることもあって、特に、若い世代に伝えるには、動画というものは非常に有効で

あると。この政治離れだったりすることも解決するためには、若い人たちが気軽にＱＲコー

ド等で、スマホで見れるような状況を意識的につくっていくべきではないかと思いますが、

それについていかがでしょうか。 

○議長（中村　敦君）　市長。 

○市長（松木正一郎君）　今、非常に重要な御示唆をいただいたというふうに感じています。

今、鈴木議員がおっしゃったように、今やってることそのものは分かるでしょうけれども、

その大もとにある理念とか哲学といったものについても、言ったほうがより市民の理解が深

まるでしょうということを、本当に改めてそのとおりだなと実感したところでございます。 

　　新庁舎についても、先ほど議員の質問の中でもございましたが、新庁舎を、今ある建物を

活用して造りますという、そういったメッセージは、今あるものを使うというのはどういう

ことなのかというと、コスト縮減ももちろんなんだけれども、地域の文化をちゃんと継承し

ていこうと。みんなでこれを未来に残そうじゃないかという、こういうメッセージになって
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いる。あるいは、そのＳＤＧｓということを考えれば、なるべく廃棄物を出さないような工

夫をしようということにもなるわけですよね。スクラップアンドビルドというのは、昔、普

通に言われていて、どんどん古いのを壊して、どんどん新しいのを、現代的でおしゃれなも

のを造るという時代があったんですけども、これからは違うんだというような発信の仕方が

必要だなとしみじみ思いました。 

　　またもう一つ、やはり伝えるのであれば分かりやすく、あるいは心に響くようにうまく工

夫しなければならない。これは私自身が長いこれまでの仕事の中で、常に実は心がけていた

ことで、文字は１文字でも減らすようにと、なるべくビジュアルにしよう、文字は、できれ

ばコピーのような形にして、さっきのじゃないけどアテンションをちゃんと引っ張るように、

読みたくなるような行政情報の発信ということがやはり重要だろうと思います。まず、最初

の画面でもって、おっとなって、そして、読み終わった後は、自分が一つ賢くなったような

気がするぐらい分かりやすいんだけど深い、そういった情報の出し方というのを、現在まで

もずっと心がけていたつもりなんですけれども、これからより一層、市役所一丸となってや

ってまいりたいと思います。 

　　以上でございます。 

○議長（中村　敦君）　11番　鈴木　孝君。 

○11番（鈴木　孝君）　ありがとうございます。 

　　子育て支援とか移住支援というのも非常に大切なんですけれども、僕なんかも割と支援合

戦みたいなのは好きじゃないんで、市長もどちらかというと支援のし合い、ほかの自治体と

比べて、どこが支援が多いなんていうのがあんまり好きじゃないんじゃないかなと思うんで

すけど、やっぱり市長の理念からすると、やっぱり理念をどれだけ伝えるかというところで、

どういうところに向かって行こうかと言ってるところを強調することによって、そういう人

たちが集まる、チャレンジするという気持ちを伝えることによって、チャレンジしようとい

う方々が集まってくるような、そういうことが起きてくるんじゃないかと思うんですね。今

あるものを勇気を出して壊して、壊すものは壊して、使えるものを使って、また新しいもの

をつくり上げていこうというそのチャレンジ精神みたいなものが伝わっていくと、そういう

方たちが集まって、未来が明るくなるということだと思うんですけれども、これ一般質問で

私も当局のほうにいろいろこうしたらどうかとか、いろいろやってほしいということを考え

てたんですけれども、自分も議員として、例えば、議会だよりとか、そういうものの中に動

画で説明していくとか、いろいろやれることがあるんじゃないかということが気づきました。



－96－

ですので、私も含めてどこまでできるかという、不慣れなところもあるんですけれども、動

画をまず自分たちで取り入れることができるんであればやってみようとか、できることを素

人なりに、上手なユーチューバーみたいなことはできないんですけれども、まずやってみて、

やっていくうちにだんだん上手になってくるかもしれないし、それを見て、ほかの人たちも

自分だったらもっと面白くできるなとか、上手にできるなというのはあると思いますので、

まず議員もどうにかして動画を撮ってみるとか、そういうチャレンジをしていきたいと思い

ますので、一緒になってまた頑張っていきたいと思います。 

　　以上でございます。 

○議長（中村　敦君）　これをもって、11番　鈴木　孝君の一般質問を終わります。 

　　ここで休憩にしたいと思います。２時10分まで休憩します。 

午後１時55分休憩 

────────── 

午後２時10分再開 

○議長（中村　敦君）　休憩を閉じ会議を再開いたします。 

　　休憩前に引き続き、一般質問を続けます。 

　　次は、質問順位６番、一つ、放課後児童クラブの時間延長について、二つ、幼児英語教育

の取り組みについて、三つ、子育て支援施策として、高校生通学補助について。 

　　以上３件について、６番　天野美香君。 

〔６番　天野美香君登壇〕 

○６番（天野美香君）　６番、市政会、天野でございます。議長の通告に従い、順次趣旨質問

させていただきます。 

　　一つ、放課後児童クラブの時間延長について。 

　　下田小学校、稲生沢小学校と２か所であった放課後児童クラブですが、市内全域に拡大さ

れまして、下田小学校校舎１階、稲生沢小学校校舎２階、稲梓小学校いきいきルーム、朝日

公民館１階にて、朝日小・大賀茂小合同児童室、浜崎小学校東館、白浜小学校パソコン室隣

の２階に放課後児童クラブとなり、７校に放課後児童クラブを設けていただきありがとうご

ざいます。 

　　開設時間等は、月曜から土曜日、日曜祝日はお休みとなり、平日においては、授業終了時

から午後５時半まで。土曜、長期休暇が、午前８時半から午後５時半までとなっております

が、昨今、子育て世代の保護者の８割以上が、育児、介護をされながら働かれている現状の
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中、日々のお迎え等の時間において、調整、延長を望まれる声を多く耳にしております。 

　　そこで、お尋ねいたします。 

　　一つ、平日の終了時間を午後５時半から午後６時、可能であれば、午後６時半までの延長

について。 

　　二つ、土曜日、長期休暇の開始時間を、午前８時半から午前８時に調整可能であるかにつ

いて。 

　　三つ、朝日公民館の児童クラブは合同仕様でございますが、それによって大賀茂小の生徒

はタクシー利用となっておりますが、現在の状況について 

　　四つ、これまで時間等の延長におきまして、保護者側からの要望があったでしょうか。 

　　以上についてお聞かせください。 

　　二つ目、幼児英語教育の取り組みについて。 

　　教育の場において、グローバル化を合わせ英語教育の重要性、必要性が注目され、大学受

験においても必修科目とされています。また近年、幼児期からの教育においても、保護者の

意識が高まり、早くから英語教育の在り方について要望される傾向が見られます。 

　　外国人講師を派遣しますシェーンコーポレーションジャパンでは、子供が減る中、英語を

教育する園に幼児が集まる傾向があると報じられています。それだけ今、今後の子供の未来

に向け、保護者の英語教育への関心が高く持たれていると思われます。 

　　一つには、早い段階からの英語の取組によって英語耳が育ち、英語を英語として理解でき

るようになり、５歳ぐらいまでが最もよいと言われています。 

　　また、小学校においては、総合的な学習として外国語の導入が決定し、５、６年生の英語

の必修科目が、2020年から３、４年生に引き下げられ、ますます早くからの英語教育の必要

性が示されております。 

　　下田市におきましては、歴史文化、開国のまちでもあり、他国から訪れる方、外国からの

観光客も多く、黒船交流会など英語で触れ合う機会もあり、下田グローカルＣＩＴＹプロジ

ェクトの国際教育の推進にも示されているよう、外国語に対する苦手意識の克服、語学力の

強化が必要とされており、小学校・中学校では、英語検定受検補助金の助成がなされており

ます。さらに掘り下げ、幼稚園・保育園からの英語教育の取組を求めたく、市内、公立２園、

私立２園の４園における早期英語教育が可能であるか。 

　　一つ、ＡＬＴ数員による英語のみの、遊びながらの外国文化の違いを学べる、ひと月に１

時間授業を提案したいのですが、可能であるでしょうか。 
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　　二つ、下田市教育大綱、未来について思考する取組にある、玉川大学との連携を通した英

語教育の推進が幼児にも可能であるか。 

　　三つ、小学校で取り組んでいる黒船交流会が、幼児にも適用可能であるか。 

　　四つ、ＡＬＴ数員の派遣可能があるかをお尋ねいたします。 

　　３点目です。子育て支援施策として、高校生通学補助についてお尋ねいたします。 

　　世帯の年収等の制限はありますが、現在、国の高等学校就学支援金制度によって、公立及

び私立高校の授業料は実質無償化となっております。しかしながら、子供の学びにおいては、

授業料以外に教育費が必要です。 

　　そこで、そこに関係する居場所となる高校へ行くために必要な交通費について注目したい

と思います。 

　　基準を下田駅とし、各学校へ通常通学定期を利用した場合のバス及び電車の料金は、今現

在、下田高校、バス通学で、年間８万940円、３年間で24万2,820円。下田分校、バス通学で、

年間20万5,440円、３年間で61万6,320円。松崎高校、バス通学で、年間29万6,430円、３年

間で88万9,290円。稲取高校、伊豆急とバス通学で、年間22万7,390円、３年間で68万2,170

円。伊豆伊東高校、伊豆急バス通学で、年間39万4,800円、３年間で118万4,400円。 

　　以上のように、卒業までの３年間で数十万に及ぶ差が生じ、生徒１人当たりの家庭だけで

はなく、兄弟関係のいる家庭におきましては、さらにこの部分の負担があり、子育てにおい

て大きな課題であると思います。子供たちの学びの場に向かう通学費は、家庭内だけで解決

できるものではございません。 

　　そこで、お尋ねいたします。 

　　教育の機会均等を保障するために必要であると考えます、高校生通学補助について、下田

市は今後どのような支援をされていくか、お聞かせください。 

　　以上３点において、よろしくお願いいたします。 

　　以上で、趣旨質問を終わります。 

○議長（中村　敦君）　当局の答弁を求めます。 

　教育長。 

○教育長（山田貞己君）　英語教育の取組についてでございます。 

　　議員御指摘のとおり、現在の学校教育において、英語、外国語の位置づけは大変重要で、

学習指導要領でも取り扱う学年を引き下げること。また、ＡＬＴの配置を充実させること等

で、子供たちがより早い時期に、日常的に英語に触れられるようになってきています。教室
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でも、小学生がＡＬＴや事業者の流れるような発音をごく自然な姿で聞き取る。そして、活

動するという様子は、少なくとも私の時代にはなかなか見られませんでした。より低年齢期

に外国語と触れ合う機会があることは、大変貴重なことだと思っております。 

　　玉川大学やアメリカ海軍による交流も、小学生、今年も黒船祭、通常どおり行われました

けれども、小学生は大変喜びまして、生き生きと自分たちを表現しながら触れ合い、とても

よい体験ができていますし、玉川大もアメリカ海軍も有意義な時間を過ごすことができまし

たということで、向こうでも歓迎されています。これがさらに幼児となると、アメリカ海軍、

玉川大学、先方がどう対応できるのかとか、先方の目的に沿う交流ができ得るのかとか、特

に、玉川大学はそのような視点で検討する必要があると思います。保育所や認定こども園の

日課もあります。カリキュラムの対応もあります。それが可能であり、さらに受入れ側の狙

いと先方の狙いが一致するということが、このような交流の意義につながりますので、そこ

は十分練る必要があるものと捉えております。 

　　外国語活動の取組につきましては、今後の国の方針もあります。それを受けながら、下田

市の子供たちの実態も踏まえて探っていきたいというふうに思っております。 

　　放課後児童クラブ、子育て支援施策等については、担当課長から申し上げます。 

　　以上でございます。 

○議長（中村　敦君）　学校教育課長。 

○学校教育課長（佐々木雅昭君）　それでは、私のほうからは、放課後児童クラブの関係と高

校生への通学補助の関係につきましてお答え申し上げます。 

　　現在、放課後児童クラブの開設時間でございますけれども、議員御指摘のとおり、平日は

放課後から午後５時30分まで。土曜日、長期休業期間中は午前８時30分から午後５時30分ま

でとなっております。現在の要綱上、特別な事情があると認められる場合には、土曜日、長

期休業期間中は午前７時30分からの受入れが可能なほか、実施時間を午後６時まで延長する

ことが可能となっておりますが、延長につきましては、受入れ体制も整える必要があります

ほか、保護者ニーズも把握した上で検討を行ってまいりたいというふうに考えております。 

　　次に、朝日公民館児童クラブの関係でございます。現在、大賀茂小学校の児童６人がタク

シーを利用して朝日公民館に移動しております。そして、放課後児童クラブを利用しており

ます。帰りは、保護者が朝日公民館に迎えに来ることになっておりますけれども、特に支障

なく利用されているといったような状況でございます。 

　　次に、過去に保護者側からの延長の要望があったかというようなことでございますが、特
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に要望書等といった形での記録はありませんけれども、保護者のニーズといった意味から、

下田市教育委員会が子ども・子育て支援事業計画を策定するために実施いたしました、下田

市子ども・子育て支援に関するニーズ調査集計結果報告書に基づいて回答させていただきた

いと思いますが、第１期子ども・子育て支援事業計画を策定するために実施いたしました、

平成25年度の調査におきましては、放課後児童クラブ利用者のうち、開室、閉室時間に不満

とやや不満と回答した方の割合につきましては、合わせて40.5％でございました。５年後で

すけれども、第２期子ども・子育て支援事業計画を策定するために実施いたしました、平成

30年度の調査におきましては、不満とやや不満、こちら合わせて28.6％と下がってございま

す。また、この平成30年度の調査におきましては、市の子育て支援に対して特に期待するこ

とといたしまして、学童保育の利用時間を延長してほしいと回答した方の割合は、未就学児

の保護者で8.7％、小学生の保護者で８％という数字になってございます。 

　　なお、今年度は第３期子ども・子育て支援事業計画の策定に向けまして、下田市子ども・

子育て支援に関するニーズ調査を行う予定としております。 

　　次に、３点目の高校生に対しての通学費補助の関係でございますが、高校生への通学補助

につきましては、通学費の負担という形で考えた場合、公共交通機関での通学経費や、下宿

を選択した場合の家賃との比較、また、県外高校への進学のため家族で引っ越しを選択され

る方も可能性として考えられるところかと思います。 

　　高校に通学するための負担というものが多岐にわたっておりまして、補助を行うに当たり

ましても、公平性、整合性の観点から、どのような形が合理的か検討することが必要ではな

いかというふうに考えております。また、下田市は市内に県立の高校がありますため、市内

からの通学者、市外からの通学者との生徒間でのバランスも考える必要があるのではないか

というふうに考えております。 

　　今後とも近隣市町の情報も収集しながら、引き続き研究を続けてまいりたいと考えている

ところでございます。 

　　以上でございます。 

○議長（中村　敦君）　６番　天野美香君。 

○６番（天野美香君）　御回答ありがとうございました。再質問させていただきますが、一問

一答でお願いいたします。 

　　まず、１番目の放課後児童クラブの時間の延長についてです。 

　　支援員等のことも関連してくるかと思うんですが、そちらのほうは支援の解決策というか、
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そういった対策とかというのは、今現状でお困りでない、それから、何かお考えのことなど

あるんでしょうか。 

○議長（中村　敦君）　学校教育課長。 

○学校教育課長（佐々木雅昭君）　先ほども申し上げましたけれども、やはり延長した場合に

は、支援員の勤務体系も考えなければならないというふうに考えております。現状におきま

しても、やはり人材確保、なかなか難しい状況があるというのと、延長となりますと、やは

りその間の支援員の勤務体制をどうするのかといったようなことで、支援員を増やす必要が

あるのではないかというようなことも問題として上がってこようかと思います。 

　　ましてや、現在はホームページですとかハローワークで求人をしても、なかなかこれに応

じてくれる方が少ないといったような問題もございまして、人材確保の面でもかなりちょっ

と現段階では難しいのかなというふうなことが言えるかというふうに考えております。 

　　以上です。 

○議長（中村　敦君）　６番　天野美香君。 

○６番（天野美香君）　ありがとうございます。 

　　ほかの市町、調べまして、民間の委託というようなこととかは、対策のほうに考えられる

お考えとかはあるんでしょうか。 

○議長（中村　敦君）　学校教育課長。 

○学校教育課長（佐々木雅昭君）　現実問題、他市では民間委託しているところもあり、参考

までに過去に聞いたことがあるということで、それと現状の直営でやってる経費を比較した

ところ、現状では支援員が23名ほどなんですけれども、全員が会計年度任用職員なんですけ

れども、それと民間委託等の比較をした際には、前回の比較におきましては、民間委託のほ

うが高額だったというようなことで、検討をしていないということではございません。 

　　以上です。 

○議長（中村　敦君）　６番　天野美香君。 

○６番（天野美香君）　ありがとうございます。支援員の仕事というのは、大切な子供たちを

守っていただく、本当に責任のある、労力も要るお仕事ですので、こちらのほうもなかなか

集まらないというか、そちらのほうの責任も考えましたら十分に理解できるところでありま

すが、引き続き子供たちの安全をこのまま守っていただいてますので、よろしくお願いいた

します。 

　　３番に関しまして、子供たちが安全に利用していることを聞きまして安心いたしました。
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ありがとうございます。保護者のアンケート、保護者からの要望の件に関しましてですけれ

ども、保護者の方も子育てする日々は大変目まぐるしく働いていらっしゃいますので、引き

続きまして、安心、余裕を持って保護者の方が対応できるような御検討をまたお願いできれ

ばと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（中村　敦君）　６番　天野美香君。 

○６番（天野美香君）　二つ目の質問に移らせていただきます。 

　　教育長からお返事いただきました、玉川大学と黒船交流会の件なんですが、私も今年は特

に黒船祭がコロナ後であって、本当にたくさんの方々に来ていただいて感謝いたしました。

まち中にこんなに子供たちがあふれている、こんなに子供がいるのかなというぐらい、本当

ににぎやかな黒船祭で活気があふれ、触れ合いがありまして、まさに黒船祭は下田の文化で

あるんでないかと感じました。 

　　黒船交流会なんですが、私も子供が小さい頃は何度か参加させていただきました。その中

でやっぱりいつも思っておりましたのが、話せない子供も、水兵さんの手まねで何かを受け

入れようとする、そういうコミュニケーションとか、英語を話せればいいのになというよう

な、そういった子供たちの意識とかを見てまいりましたので、ぜひ、下田、開国のまちとい

うのもありますので、小さいうちから、吸収力のあるうちから、そういった意味で、幼児英

語教育の取り組みというのを提案し、お願いした次第でございます。そちらのほうも引き続

き、黒船交流会で、カリキュラム等の問題もあると思いますけれども、黒船交流会、幼児が

参加できるように御検討願いたいと思います。 

　　以上です。 

　　失礼しました。そちらのほうのカリキュラム等もあるかと思いますが、そちらが可能であ

るか、再度御質問させてください。お願いします。 

○議長（中村　敦君）　教育長。 

○教育長（山田貞己君）　先ほども幼児英語教育のことについては申し上げましたけれども、

議員おっしゃるように、幼児期からの英語教育、外国語教育というのは、非常に私も大切だ

と思っております。コミュニケーション力というのが、言語だけではなくて、表情ですとか、

あるいは触れ合うとか、全てにわたったコミュニケーションを考えると、英語が話せなくて

も、水平さんと接するだけでも、かなりのコミュニケーション力を育む意味においては重要

だというふうに思います。ということは、可能であるならば、そういうことが私もできると

いいなと思いますが、先ほど申し上げたとおり、お互いの狙いがあるもんですから、向こう
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のスケジュールとね、そういうこともあるもんですから、そういうことがあって、お互いの

意図が合致すれば、可能かなというふうに思います。それは先ほど申し上げたとおり、練っ

ていく必要があるというふうに思います。 

　　それから、余談になるかもしれませんけれども、今年度の中学校１年生の英検、先ほど英

検のお話ありましたけれども、申込みが、昨年は60人ほどだったんですが、今年は90人申し

込んでるということで補助をいただいてますけれども、そういったことでも、小学生・中学

生、英語教育ですとか、そういった外国語、あるいはグローカルということについては、非

常に前向きといいますか、そのほかの活動についても、小中学生、非常に活動的にやってま

すので、そういった意味においてはすごく楽しみだなと思います。その後押しをするために、

先ほど申し上げたとおり、練っていきたいというふうに思います。 

　　以上でございます。 

○議長（中村　敦君）　６番　天野美香君。 

○６番（天野美香君）　ありがとうございます。ぜひこれからまたさらに引き下げまして、幼

児、保育園のほうで英語教育の取組ができますことを期待いたします。 

　　今現在、伊豆の国市では、もう既に昨年から試験的に始められて、今年からＡＬＴ１名が

６園を掛け持ちしまして、幼児教育、それは英語と、あと異文化に触れる環境づくりという

ことで推進されておりますけれども、ぜひ下田もそういった環境ができることが、また定

住・移住にもつながっていくのかなという点もございますので、下田市を、そうしたことで

教育でも打ち出しながら、グローカルＣＩＴＹプロジェクトに合わせまして、ぜひ下田から

発信できるような教育の取組というものをぜひお願いしたいなと思います。 

　　以上です。 

○議長（中村　敦君）　以上で、全て終わりでよろしいですか。 

○６番（天野美香君）　三つ目の再質問をさせていただきます。 

　　子育て支援施策としての高校生通学補助を質問させていただきました。御回答いただきま

したように、下宿生のことを言われましたが、平等性がないということですけれども、おっ

しゃることは十分に理解もできるのですが、年間を通して通常通学定期に対しての補助金の

検討をお願いしたいということなんですが、そちらのほうはいかがでしょうか。 

○議長（中村　敦君）　学校教育課長。 

○学校教育課長（佐々木雅昭君）　そちらの今の御質問ですけれども、やはり繰り返しになり

ますけれども、どこを通学費として捉えるかということが問題になろうかと思います。それ
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を、定期代を補助すればいいのか。そうすると、下宿をしている方との公平性はどうなるの

かといったようなバランスがあるのかなというようなことで、なかなかやはりいい答えが見

つからないといったのが現状かというふうに認識しております。 

　　以上です。 

○議長（中村　敦君）　６番　天野美香君。 

○６番（天野美香君）　ありがとうございます。どうしてもおっしゃることは、何度も申し上

げますが、分かるのですが、現在、南伊豆は、町に住所を有し、移住する生徒の補助が２分

の１、伊豆市も３分の２。同じ半島の千葉県勝浦市では、人口も同様に２万人を切っており

ますが、今年度より高校生通学の補助をスタートしまして、30％の補助がなされている。こ

うした通常通学定期に対してのものであります。先ほども申し上げましたが、この通学に対

して、ほかに子育てをするには、子供を育てる経費もございますので、それと併せまして、

一番課題となっていますのが、高校の定数枠の減少によって通える学校の選択肢が狭まって

いる現在、それによって、通う学校によって必要経費の違いが多く生じることがとても大き

な問題だと思います。それに合わせて、高校の通学補助をお願いしたいと思うのですが、い

かがでしょうか。 

○議長（中村　敦君）　学校教育課長。 

○学校教育課長（佐々木雅昭君）　すみません、補助することを否定しているわけではないん

です。公平性を保つには何が必要かというようなことを検討させていただきたいということ

を申し上げているわけでございまして、この問題につきましては、同じ会派の江田議員のほ

うから、令和３年の12月にも問題提起をされているところでございます。そのときからも検

討のほうを続けているんですが、そういった形でバランスを取るために何が一番いいのかと

いった方向性がまだなかなかうまく見つけられていないといった状況だということで御理解

いただきたいと思います。 

　　以上です。 

○議長（中村　敦君）　市長。 

○市長（松木正一郎君）　この質問の答弁を求める者に市長と書いてあるもんですから、私も

一言申し上げたいと思います。 

　　今、課長が申し上げましたのは、要は公平性とか公正、そういった問題で行政としてすご

く難しいなというふうな苦しみがあるということです。それを天野議員は多分、踏まえた上

でも、やっぱり何かできないものかと、工夫しませんかという、こういう問いかけであろう
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かと思います。例えば、経済的に苦しい家庭、こういう家庭に対して教育に関する助成をす

るというのは、世界共通のやり方としてあります。教育バウチャーというのをアメリカのほ

うが言い出して、教育だけにしか使えない、教育のものに換金ができるという、バウチャー、

つまり商品券みたいなのを渡すわけですよね。これはアメリカでよくあった、飲んだくれの

お父さんが酒に変えちゃうということを、普通にお金にしちゃうとお酒になっちゃって子供

に届かないということで、教育しか使えないというバウチャーをやってると、こういったこ

とがあります。 

　　通学費補助というのは、ある意味では、遠くの学校に行くための足を何とかという、そう

いったことであろうかと思います。先ほど申し上げましたように、経済的に苦しい家庭にお

いては、そういったことはひょっとすると議員おっしゃるとおり、教育の機会をちゃんとみ

んなが平等に持てるという意味では有効かなというふうに考えます。ここのところは本当に

難しくて、遠くのそれじゃあ学校というのは、例えば、下田の子供たちが東京の学校に新幹

線で通うとき、それを出すのかということですね。そういった様々な難しい問題ございます。

私、静岡県庁にいたときに、東京から毎日新幹線で通ってる人がいて、つまり彼は東京都民

なわけです。彼か彼女か忘れましたけど、東京都民で、それで静岡県からかなり高額な通勤

費の補助をもらって、アッパーがあるんでそれ以外は自己負担なんですけども、本当はそれ

が適正だろうかというのは、やっぱりちょっと微妙かなというふうに思っておりました。 

　　これから少子化の中で、場合によっては高校も統合とか、そういうことも十分ある。ある

いは縦貫道がまだまだ時間がかかりますので、遠いところの人は、例えば、リモートと併用

しながらやる。教育の工夫も、つまり空間的な移動を伴わない教育の機会とか、こういった

ことも総合的の枠組みの中で一緒に考えていくと。ですから、通学のみというよりは、もう

少し幅広い考え方が必要かもしれないなというふうに私は感じまして、ですから、市長とし

ては、そういった教育の問題を行政の問題、つまり少子高齢化のほうの社会の持続可能性と

いうところで、ひょっとしたら読み取れることが、何らかの解法、答えを見つけることがで

きるかもしれないというふうに今考えてるとこでございます。若干まだ時間もかかる、検討

がまだしておりませんので、今日のこの御質問を機会に、今後、また改めて検討してまいり

たいと思います。 

　　以上でございます。 

○議長（中村　敦君）　６番　天野美香君。 

○６番（天野美香君）　市長、ありがとうございました。 
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　　これから、この３点につきまして、また、議員になったばかりでいろいろと勉強不足たく

さんございますけれども、意見書を通しながら、いろいろなことを確認し、要望していき、

しっかりと努めていきたい。また、それを市民の皆様に伝えられるようにしていきたいと思

っております。御答弁ありがとうございました。 

　　以上で、質問を終わらせていただきます。 

○議長（中村　敦君）　これをもって、６番　天野美香君の一般質問を終わります。 

　　──────────────────────────────────────────────　　 

○議長（中村　敦君）　以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

　　これをもって散会いたします。 

　　明日、本会議を午前10時から開催いたしますので、御参集のほどよろしくお願い申し上げ

ます。 

　　お疲れさまでした。 

午後２時43分散会


